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市
は
、
松
戸
市
総
合
計
画
で
人
権
の
尊

重
を
基
本
理
念
の
一
つ
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
権
施
策
は
、
平
成
９
年
１

月
に
策
定
さ
れ
た
「
松
戸
市
人
権
施
策
に

関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
よ
り
具
体
的
・

体
系
的
に
人
権
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

課
題
別
に
目
標
を
定
め
た
行
動
計
画
の
策

定
を
め
ざ
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
指

針
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

指
針
は
人
権
尊
重
都
市
穹
百
一
周
年
と

な
る
本
年
1
2月
1
0日
の
策
定
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
が
、
素
案
が
で
き
ま
し
た
の
で
概

略
を
公
表
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
圃
市
民
相
談
室
人
権
担
当
昔
沺
・
7
3
1
9

人権施策の体系図

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

‘

■

指

針

策

定

の

目

的

人

権

尊
重
の
ま

ち

づ
く
肛
を

基
本

理
念

と
す

る

「
松

戸
市

総
合

計
画
」

に
基

づ

い
て
、
市

民

の
基
本

的
人
権

が
擁

護

さ
れ
る

と
と
も

に
、
差

別

や

偏
見

が
解

消
さ

れ
、
だ

れ
も

が
個
人

と
し

て
尊

重
さ

れ
る
地

域
社
会

を

築

く
こ

と
を

め
ざ
し

、
総

合
的

か

つ
効

果
的

な
人

権
施

策
を

推
進
す

る
た

め

「
指
針
」

を

策
定
し

ま
す

。

一

指

針

の

理

念

▼
人

権

尊

重

の

精

神

に

基

づ

い

た

行

政

運

営

松

戸
市

総
合

計
画
に

掲

げ
る
人
権

尊
重

の
ま

ち

づ
く
り

の
趣
旨

に
基

づ

き

、
市

民

の
人

権

意
識
を

は
ぐ

く
み

、

人
権

の
擁

護
を

図

る
た

め

、
す

べ
て

の
分

野
に

お

い
て
人
権

尊
重

の
精

神

で
行

政
運

営
を
行

い
ま

す

。

▼
人

権

を

尊

重

す

る

行

政

風

土

の

醸

成市

職
員

の
人

権

意

識

が
確

立
し

、

よ

り
一
層

、
人

権
を

尊
重
し

た
施

策

の
展
開

を
実
現

で

き
る
行

政
風
土

の

醸

成
を

め
ざ
し

ま
す

。

▼
市

民

と

行

政

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

構

築

地
域

へ
の
人

権
文
化

の
定

着
ど
市

民

の
人
権

擁
護

の
た

め
に

、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
民

間
人

が
つ
く

る
非

政
府
組

織
）
、

企

業
な

ど
、
市

民
と
行

政
と

の
効
果

的

な
協

働
体

制
の
構

築
を

め
ざ
し
ま

す

。
▼
効

果

的

な

進

行

管

理

体

制

の

構

築

人
権

施
策

の
計
画

立
案

、
実
施

お

よ

び
結

果
の
評

価
を

適
切

に
行

つ
た

め
の
組
織

が
整
備

さ
れ
る
と
と
も
に
、

業
績

評
価

シ
ス

テ
ム

に
よ

っ
て
、
社

会
環

境

の
変
化

に
対
応

で
き

る
進
行

管
理

体
制

を
め

ざ
し
ま

す
。

■

指

針

に

基

づ

く

施

策

の

進

行

管

理

▼
推

進

本

部

の

機

能

強

化

・
市

民
と

が
情
報

交
流

シ
ス

テ
ム

の

構

築

・
市

民

へ
の
人
権

侵
害

に
関

す

る
対

応

の
強

化

・
人

権
研

修
等

の
強
化

▼
重

点

施

策

と

達

成

時

期

目

標
達

成
時
期

を
定

め
て

特
に

優

先
し

て
実

施
す

る
重
点

施
策

と
達

成

時
期

は
左

表
を

ご
参
照

く
だ

さ

い
。

▼
評

価

シ

ス

テ

ム

・
業
績
評

価

シ
ス
テ

ム
の
導

入

・
　「
指
針

」

の
見

直
し

▼
施

策

の

実

施

期

間

・
平

成
1
2
年
度

か
ら
1
6
年
度

ま
で

■

個

別

分

野

の

施

策

「
性

差
別

の
問

題
」
「
子

ど
も
の
問

題
」
「
高
齢
者
の
問
題
」
「
障
害
者

の
問

題
二

同

和
問
題
」
「
外
国
籍
市
民

の
問

題
」

お
よ

び
「
患
者

の
人
権
の
問
題

」

※「指針」の体系は、総合計画に掲げる［人権が尊重され　すべての人が安心

して暮らせるまち］という理念（目的）をめざして、上位の目的・目標・手

段から下位の個別・具体的な手段（基本手段）までの取り組みが、相互に密

接な関連を持った構造になっています。上位の目的ほど抽象的な表現となり、

下位になるほどよリ具体的な表現となります。

このような連鎖構造をもっだ体系であるため、下位の目的・目標である基

本的手段が達成されることで、より上位の目的・目標が達成されることにな

ります。また、どの段階で、どの程度の成果が達成されたのかが把握できる

ことで 、次の施策の展開へと反映されていくことにもなります。

の
七
項
目

の
個
別
課
題
に
加
え

、
各

問
題
に
共
通
の
領
域
を
設
け
て
、
体

系
図
で
示
し
た
四

つ
の
施
策
群
の
区

分
に
応
じ
て
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
新
た
な
人
権
問
題
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
追
加
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

重 点 施 策 と 達 成 時 期

●人権施策を推進するための施策群

・人権施策推進本部の充実・強化…平成12年度

・市民意見反映システムの構築……平成13年度

・業績評価システムの構築…………平成14年度

●人権感覚が豊かな組織にする施策群

・人権情報管理システムの構築……平成12年度

・職員研修プログラムの開発………平成13年度

●人権啓発・教育を推進するための施策群

・インターネット・ホームページの活用

…平成12年度

・人権教育・啓発プログラムの開発

…平成13年度

・学校等における人権教育の実施…平成1∠岸度

●相談・支援体制を整備する施策群

・相談員研修プログラムの開発……平成13年度

・相談窓ロネットワークシステムの構築

…平成14年度

・市民通報システムの構築…………平成14年度

人口と世帯

対象…4歳未満児の入院・通院医療と4歳から未就学児の入院医療（平成11 年9

月診療分までは3歳未満児の入院・通院医療と3歳から未就学児の入院医療）

助成対象医療費…健康保険適用の医療費

支給額…医療費の実負担額（支払額から高額療養費等の法定給付および付加給付

額等、保険者から償還される額を控除した額）から、保護者の所得税額に応じ

た自己負担額を控除した額

申請に必要な書類…①申請書（申請時に窓口で配布）②医療費の領収書③認め印

④健康保険証の写し⑤両親の源泉徴収票または確定申告書等の写し⑥保護者の

預金通帳の写し（2回目以降は､④⑤⑥は変更があるときのみ提出してください）

申請の有効期間…診療後、2年以内

圃診療を受けた翌月以降に、最低1ヵ月分以上をまとめて（最大1年分の一括申

請可）、中央・小金・常盤平の各保健福祉センター・各支所へ

※各保健福祉センターおよび市役所本館・各支所の市民健康相談室で案内書を配布

暦健康課庶務係fi366 ―ﾜ485

母子健康手帳交付時に乳幼児医療費助成

制度の案内書を配布しています

人口

男

女

世帯

救急の日

健康診査のお知らせ

私たちにできる

ごみ減らし作戦

成人講座第Ⅱ期

情報チャンネル

主な内容

人
権
施
策
推
進
に
係
る
指
針
（
素
案
）
を
公
表
し
ま
す

目的（松戸市総合計画の理念)
目的（松戸市総合計画の理念）人権が尊重されすべての人が安心して暮らせるまち

9/5

基本手険

･ 職員絣修の充実

・業務・接遇マニュアルの作成

・情報収集・提供体制の充実

推 進体制の整備

指 針の進行管理

個別行動計画の策定

市 民意見反映システムの構築

.相談窓口の充実

・関係機関と連携強化
・被害者救U 制のﾐﾀ

り

i・被害防止体制の整備

人権学習の充実人権教育の充実・啓発情報・ＰＲの充実

目標とそれ達成するための施策群

人権尊重の市役所をつくります

●人権尊重の市役所を作ります人権施策を推進するための施策群

●人権感覚が豊かな組織にする施策群

⊇)市民の人権意識を高めます　

●人権啓発・教育を推進するための施策群

②

③

④

⑤

⑥⑦

７ 市　 市 ッ略 性(水)　で の き政 図 ．、　 －ヽ
｀根あ 民 ク 可 別 まご も ホ ま 資 書

棗
． 忿

ｓ 本 て相 スー.-、で 意 ご け 料 館
一 人 恩

乱 三 先 談 ・ を差 に 見覧 ム　゚ セ 本 全 擔 見

回
八 等 室 Ｅ 記 し　` の に ぺ ま ン 館 文　 を

(i)
七 〒 大 メ 大 支 住 あ な ｜ だ 夕 ．一 策 お

日゚
の271　　1し え 所 る れ ジ　` ｜ 分 は 推 寄
肓二E弓｜
撰
ル て が ・ 大 ま一 イ で 館　` 進

ｍ 气 丿 円 卞 吊 Ｈ

乙 ２ ８　 れ・ 一年 月　 上 ネ入所談 指 さ
゛ Ｊ　 尽 ‾Ｊ “1゙  晋　 鳥 緯 ｎ:穹 瓧t ヽ

乳幼児の通院費助成
対泉を4歳未満児まで拡大平成11年度1０月診療分から

人権侵害被害者を救援支援すｌ仕事をつくります
相談・支援体制を整備すつ施策群



9月9日は救急の日応急手当講習会に参加しませんか

その命を救えるのは
あなたです

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日

」
、
９
月
６
日

か
ら
1
2日

ま
で
の
一
週
間
は

「
救
急
医

療
週
間
」
で
す

。
市
で
は

、
市

民
の
生
命
を
守

る
た
め
の
救
急

業
務
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い

た
だ
く
た
め

、
救
急
フ
ェ
ア
な
ど

の
催
し
を
行
い
ま
す

。
昨
年
（
１
月

か
ら
1
2月

）
市
内
で
の

、
救
急
要

請

は
一
三
、
五
六

九
回
、
病
院
へ

運
ば
れ
た
人

が
、
一
二

、
六
五
八
人

に
の

ぼ
り
、
約
三
十
八
分
に
一
回
は
出
動
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
生
命

を
守

る
た
め
、
市

は
二
十
四
時
間
体
制
で
救
急

医
療
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

急
病
人
・
負
傷
者
が
発
生
し
た
と
き
、
周
り
の
人
が
直
ち
に
応
急
手
当

て
を
行
う
こ
と
が
、
よ
り
多
く
の
生
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
応
急
手
当
講
習
会

・
普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

顏
市
消
防
局
救
急
防
災
課
尽

一
・
1
1
1
1

内
線
2
1
8

三

年

）
、

杉

山
藍

子

（
金
ヶ

作

中

学

校

二

年

）
、

菊
田

麻

衣

（
旭

町

中

学

校
二

年
）
　
　
　
　
　
　

〔
敬

称
略
〕

佳

作
：

八

十
三

点

最 優秀賞　 青木惇さん

救

急

ポ

ス
タ

ー

展

日

時
…
９
月
７
日
火
～
1
6日
本
午
前

1
0時
～
午
後
９
時

会
場
…
北
小
金
サ
テ
ィ
五
階
催
事
場

内
容
：
市

内
中
学
生
か
ら
募
集
し
た

救
急
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

過

去

の

救
急

ポ
ス

タ
ー
入

賞
作

品

の

展
示

日
時
…
９
月
2
0日
丱
ま
で

会
場
…
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
東
西
連
絡
通
路

掲
小
板
（
松
戸
こ
ど
も
ギ
ャ
ラ
ー
）

個 人 を 対 象 と し た 普 通 救 命 講 習 会

日時…9月19 日（日）午前9時30 分～午後O時30 分

会場…消防局5階講堂

内容…普通救命講習（心肺そ生法・止血法等）

定員…先着50 人

費用…無料

※講習修了者には普通救命講習修了証を交付します。

※一時保育〔2歳以上就学前・一人200 円（おやつ

代）〕があります。同時にお申し込みください。

巫9月6日（月卜10 日銜午前8時30分～午後ら時の間に､電

話で消防局救急防災課指導係登363-1111 内線216 へ

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

一
部
の
地
域
で
補
助
し
ま
す

合

併
処
理
浄
化
槽
は
、
台
所
や
ふ

ろ
の
家
庭
雑
排
水
を
、
し
尿
（
ト
イ

レ
の
汚
水
）
と
併
せ
て
処
理
で
き
る

浄

化
槽
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち

の
身
近
な
問
題
と
し
て
、

河
川

の
汚
れ
は
大
き
な
問
題
で
す
。

そ
の
主
な
原
因
で
あ
る
家
庭
か
ら
の

汚
れ
た
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
は
、

救

急

フ

ェ

ア

日

時
・
：
９

月
1
2
日

紆

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場

…

北

小

金

サ

テ

ィ

前

ペ

デ

ス

ト

リ

ア

ン

デ

ッ

キ

上

〔
雨

天

中

止

〕

内
容
…
高
度
救
命
資
器
材
の
展
示
・

自

動

血

圧

計

に

よ

る
血

圧

測

定

・
パ

ネ

ル

展

示

・
救

急

応

急

手

当

体

験

コ

ー

ナ

ー

・
消

防

音

楽

隊

の

演

奏

等

救
急
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
表
彰

式日

時

…

９

月
1
2
日

襾

午

前

Ｈ

時

か

ら

会

場

…

北

小

金

サ

テ

ィ

五

階

催

事

場

内

容
：

市

内

中

学

生

か

ら

募

集

し

た

救

急

に

関

す

る

ポ

ス

タ

ー

（
作

品

数

九

十

五

点

）

の

人

賞

者

を

表

彰

入

賞

者

は

次

の

と

お

り

で

す

。

最
優
秀
賞
：
青
木
惇
（
新
松
戸
北
中

学

校

三

年

）

優
秀
賞
…
渋
谷
詩
織
（
第
二
中
学
校

二

年

）
、

小

湊

亜

依

（
小

金

中

学

校

突然のけがや

不慮の事故に遭

遇した場合にあ

な たは応急処置

ができますか。

119 番 通報を

し てから救急車

が至U着するまで 、

平均５分か かリ。

ます。

突然のけ がや

病気で呼吸や脈拍が止まった人を助けるために

は、周りにいる人たちが直ちに応急手当てを行う

ことが、その命を救う第一歩なのです．

そのためには、日ごろから応急手当ての重要性

を知り、いつでも・どこでも・だれでも行えるよ

うにしておくことが必要です．

市消防局では、市民の皆さんが身近に応急手当

てを行えるよう、最寄りの消防署で応急手当講習

会を受け付けています．　　　　　　、决朧

下
水
道
整
備
地
区
内
は
一
日
も
早
く
接
続
を

下

水
道

は

、

生

活

環

境

を

快

適

に

す

る

だ

け

で

な

く

、

き

れ

い

な

水

と

美

し

い

自

然

を

守

る

た

め

に

重

要

な

役

割

を

果

し

て

い

ま

す

。

平
成
一
1
1
年
７
月
現
在
の
市
内
の
下

水
道
普
及
率
は
六
三
・
四
八
％
で
す
。

平

成
1
0
年

度

か

ら

始

ま

っ

た

第

一

次

実

施

計

画

で

は
平

成
1
4
年

度

末

の

目

標

普

及

率

を

七

五

％

と

し

、

整

備皆さんが快適な暮らし をしていくために

▼

整

備

状

況

平

成
1
0年

度
末

の
本
市

の
下

水
道

整
備

面
積

は
二

、
八
六

五
行

で
、
こ

れ
は
市
街
化
区
域
面
積
金
体
の
六
四
・

五
％

に
あ

た
り
ま

す

。

ま

た

、
平

成
1
1
年

度

は

東
平

賀

、

ニ

ツ
木
、

上
本

郷
、
ハ

ケ
崎

、
松
戸

新
田

、
五

香
六

実
、
和

名

ケ
谷

、
河

原
塚

・
秋

山
地
区

ほ

か
で
八

八

こ
二

みんなの下水道

上手に使いましょう

㌶
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼

五

年

以

内

の

整

備

区

域

今
後

、
下

水
道
整

備
に

着
手

す
る

地
区

は
束
平
賀

、
根
本

内
、
ニ

ツ
木

、

ハ

ケ
崎

一
～
四

丁
目

、

栄
町

、
古

ケ

崎
、
中

和
倉

、
上

本
郷

、
稔
台

、
松

戸
新
田

、
日

暮
、
日

暮

七
丁
目

、
和

名

ケ
谷

、

大
橋

、

秋

山

、
金

ケ
作

、

五
香
六

実

、
五
香

南
三
丁

目

、
六
実

一
上

二
丁
目
の
各
一
部
を

予
定
し
て

い
ま
す
。

下

求
道
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域
内
の

人
は
、
一
日
も
早
く
接
続

し
て
く
だ
さ
い

多
額
の
費
用
を
か
け
て

下

水
道
を
建
設
し
て
も
、

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

汚
水
を
下
水
道
に
流
さ
な

表1　補助対象地域（毎年、見直しを行います）

補

助

制

度

の

概

要

補

助
対
象
地

域
：
表

Ｉ
の
と

お
り

補

助
の
要

件
・：
専
用
住

宅

、
共
同

住

宅

、
店

舗
併

用
住
宅

（
た

だ
し

、
住

居
部

分

が

二
分

の
一
以

上

の
も

の
）

で
、
五

～
五

十
人

槽

の
合
併

処
理

浄

化

槽

（
国
庫

補
助

対
象
）

を
設
置

す

る
も

の

１　字のすべてが対象となる地域

初富飛地、五香南一丁目、五香西一丁目～

三丁目

２　字の一部が対象となる地域

五香六実、五香五丁目、日暮、日暮二丁目、

松飛台、串崎新田、田中新田、紙敷、和名

ヶ谷、河原塚、大橋、秋山、高塚新田、小

金、幸田、平賀、東平賀、根木内、栗ケ沢、

金ヶ作、干駄堀、八ヶ崎、八ヶ崎四丁目、

中和倉、松戸新田、七右衛門新田、旭町、

主水新田、小山、上矢切、中矢切、下矢切、

栗山、六実一丁目～四丁目

米日暮、松飛台、小金、栗ヶ沢、金ヶ忤の

補助対象地域は､ 平成11 年10 月１日から

一部の地域が対象外となりますのでご注

意ください。

け
れ
ば
、
汚
れ
た
ま
ま
河
川
に
流
れ

込
み
水
質
を
悪
化

さ
せ
る

ば
か
り

で
、
生
活
環
境
は
一
向
に
よ
く
な
り

ま
せ
ん
。

下

水
道
法
で
は
、
下
水
道
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
〔
供
用

（
処
理
）
区
域
〕
で
、
く
み
取
り
式

ト
イ
レ
を
使
っ
て

い
る
家
庭
は
、
三

年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ

（
下

水
道
に

直
結
し
て

い
る
も
の
）
に
、
ま
た
、

し
尿
浄
化
槽
・
ふ
ろ
・
台
所
な
ど
か

ら
出
る
汚
水
は
、
速
や
か
に
下

水
道

へ
流
す
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
　
　

・

自
然
を
守
り
、
住
み
よ
い
生
活
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
一
日
も
早
ぐ
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
接
続
工
事
は
必
ず
市
の
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
費
用
を
一
度
に
負
担
で
き

な
い
場
合
、
一
定
の
条
件
の
も
と
金

融
機
関
に
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
と
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
く
み
取
口
式
ト
イ
レ
や
既
存
の
浄

化
槽
を
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に
変

更
す
る
場
合
も
、
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

補
助
金
の
限
度
額
：
表
２
の
と
お
り

補
助

の
申

請
手
続
き
・：
こ

の
補
助

金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
設
置
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。

建
て
売
り
住
宅
も
補
助
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
設
置
前
に
建
築
者
か
ら

の
申
請
（
事
業
指
定
申
請
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

問
環
境
部
保
全
課
水
質
保
全
係
昔
屁

・

７

表2

３

３

７

浄ｲﾋ槽の大きさ 補助金の限度額

5人檣 354,000円

6～ﾜ人檣 ４几000円

8～10人檣 519,000円

1承1～20人檣 981,000円

21～30大檣 1,668,000円

31～50人檣 2,238,000円

白
井
聖
地
公
園
臨
時
バ
ス
が

試
行
運
行
し
ま
す

運
航
日
…
９
月
2
3
日
聡
・
2
5
日
出
・

ｓ

日

㈲

運
行
区
間
：

嶄

京
成

五
香

駅
西
口

～
白

井
聖
地
公

園

停
留
所
…
新
京
成
五
香
駅
西
口
・

六
高
台
病
院
・
六
実
駅
バ
ス
停
留

所

・
白
井
聖

地
公

園

乗
車
運
賃
…
（
片
道
）
大
人
六
百

円

・
子
供
三

百
円

※
全
区

間
同

一
料

金

運
行

時

間
・：
時

刻
表

の
と

お
り

、

一
日

に
三

本
運
行

（
片

道
約
四

十

分
）
※
座

席
数

が
限
ら

れ
て

い
ま
す

の

で
、
座

れ
な

い
場
合

が
あ
り

ま

す
。

※
乗

車
人
員

に
達

し
ま

す
と

、
乗

車
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
バ
ス
の
運
行
に
伴
い
白
井
聖
地

公
園
外
周
道
路
の
一
部
が
駐
車

禁
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
末
男

鬩
緑
地
管
理
課
白
井
聖
地
公
園
係

登
3
6
6
・
７
９
Ｊ
７
（
び

白井聖地公園行き臨時バス時刻表

五香駅
西口発
六高台
病院

六実駅’

バス停

時

白井聖地
公園発

00 05 10 ９

20 25 30 １０

50 55 11 05

00 １２

13 40

14
１５ 00

講 習 会 は 最 寄 り の 消 防 署 で

救
急
フ
ェ
ア
・
救
急
ポ
ス
タ
ト
展

を
進
め
て
い
ま
す
。

９
月
1
0囗
は
全
国
下

水
道
促

進

デ
ー
で
す
。
こ
の
機
会
に
も

う
一
度
下
水
道
に
つ
い
て
考
え

て
、
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
麺
下

水
道
計
画
課

昔
3
6
6
・
７
３

６
１
、
下

水
道
普
及
課
昔
3
6
6
・

７
３
６
２

、
下
水
道
建
設
課

登

3
6
6
・
7
3
6
4

下

水
道
の
整
備
と
と
も
に
、
生
活
雑

排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
へ
返
す
こ

と
が
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

假
が
効
果
的
で
す
。

市
で
は
、
公
共
下

水
道
の
整
備

が

お
お
む
ね
十
年
阿
見
込
め
な
い
地
域

を
対
象
に
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

こんなに

合併処理浄化槽は
効果的！



広報まつ1999 年(平成11年)9月5日

生活習慣病は、自覚症状があまりありません。自分の健康を知る

ために定期的な健康診査を受けましょう。

健康診査は、市民センター等で実施する集団健診のほか、｡市内の

委託医療機関で受診することができます。

受診の際は、「共通受診券」を必ず持ってお出掛けください。なお、

末登録の人は、市役所および各支所内の市民健康相談室で手続きを

済ませてください。

［圈健康課検診係S366  7487

健康診査・お知らせ

年に一度は健康チェックを

集団健診日程表2表1　 各種健康診査一覧

期 日 受付時間 会 場

9/6C月)
午前9時30 分～11 時

午後1時30 分～2時30 分
健康増進センター

8㈲
午前9時30 分～11 時

午後1時30 分～2時30 分
稔台市民センター別館

9㈲ 午後1時30 分～2時30 分 八ヶ崎市民センター

13 ㈲ 午後1時30 分～2時30 分 馬橋支所

16 ㈲
午前9時30 分～11 時

午後1時30 分～2時30 分
馬橋市民センター

20(月)
午前9 時30 分～11 時

午後IE持30分～2時30 分
小金原市民センター

21(火) 午後IE侍30分～2時30 分 小金原市民センター

22 ㈲
午後1時30 分～2時30 分

午後5時30 分～ﾜ時
中央保健福祉センター

27(月)
午前9 時30 分～11 時

午後IE持30分～2時30 分
小金保健福祉センター

28脚 午後1時30 分～2時30 分 小金保健福祉センター

30㈲
午前9 時30 分～11 時

午後1 時30 分～2時30 分
新松戸市民センター

10/1R 午後1 時30 分～2時30 分 新松戸市民センター

☆上記の日程以外に、市の委託医療機関でも受診できます。

☆各会場の駐車場が狭いため､車での来場はご遠慮ください。

☆本年4月以降、医療機関・集団会場のいずれかで、既に受診

した人は、受診できません。

☆受診の際は、必ず「共通受診券」をお持ちください。

☆午前中の健診は大変混み合いますので、午後の健診をお勧

めします。

☆平成11年度から各保健センターの名称が保健福祉センター

に変更になりました。

健康診査 方法 実施時期 実施場所 対象年齢 検査項目 費用

基本健康診査

集団 表2の集団健診日程表で実施 40～59 歳
★身体計測　★検尿　★血圧測定　★問診　★血

液検査（1.貧血検査　2.肝機能検査　3.コレステロ

ール　4.中性脂肪　5.尿酸　6.クレアチニン　ワ.血

糖検査）

※医師が必要と認めた人には次の検査を実施します。

心電図検査・眼底検査・グリコヘモグロビン

無料

個別 4月～12 年3月 委託医療機関 40歳以上

中性脂肪と血糖は食事による変動が大きいので、正確な　 ①午前中受ける場合→できるだけ朝食を取らないで受けて

判定を得るために右記載事項を心掛けてください(ただし、　　　　　　　　　　　＜ださい。

水・お茶のみ可)。医療機関・集団会場のどちらで受ける場　 堽)午後受ける場合→できるだけ朝食を軽＜して、昼食は取

合も共通です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らないで受けて〕<ださい･
‥　　．_……

女性の健康診査
集団

のみ
表2 の集団健診日程表で実施 35～39 歳

★身体計測　★検尿　★血圧測定　★問診　★血

液検査（1.貧血検査　2.月干機能検査　3.コレステロ

ール　4.中性脂肪　5.尿酸　6.クレアチニン　ワ.血

糖検査）

無料

肺がん検診

(結核住民健康

診断)

集団 表2 の集団健診日程表で実施 40～59 歳
★胸部エックス線検査

(間接撮影) ※医師が必要と認めた人

には喀痰細胞診検査を

実施します。

無料

ただし、喀痰

細胞診検査は

集団　400 円

個別　ﾜ00 円
個別 4 月～12 年3月 委託医療機関 40歳以上

★問診

★胸部エックス線検査

(直接撮影)

大腸がん検診

集団 表2の集団健診日程表で実施

40歳以上
集団　300 円

個別　600 円

★問診

★便潜血反応検査

問診の際に容器を受け取り

後日提出となります。
個別 4月～12年3 月 委託医療機関

費用の免除…老人医療受給証をお持ちの人、生活保護世帯および市民税非課税世帯の人は、費用が免除されます。

☆基本健康診査を受ける際に、高血圧・糖尿病等の生活習慣病の疾患で治療中の人は、主治医にご相談＜ださい。

☆表2 の日程で胸部エックス線検査（対象15 歳以上）を併せて実施しています。

☆健診の対象は、市内に住民登録をしていて、平成12 年3 月31 日現在の年齢が表中の対象年齢で、受診登録済みの人です。

☆障害のある人や手話が必要な人は、健康課にお気軽にご相談ください。

☆60 歳以上の人については、委託医療機関での受診をお勧めします。

委託医療機関についてのお知らせ

ま

つ

ど

フ

ァ

ミ

リ

ー

・

サ

ポ

ー

ト

ー
セ

ン

タ

ー

あ

な

た

の

子

育

て

を応

援

し

ま

す

「
ま

つ
ど

フ

ァ
ミ
リ

ー

‘
サ

ポ

ー

ト

ー
セ

ン

タ
ー
」

は
、
育

児

の
援
助

を
行

い
た

い
人

（
提

供
会

員
）

と
育

児

の
援

助
を
受

け

た

い
人

（
利

用
会

員

）

か
ら
な

る
会
員

組
織

で

、
会
員

相
互
に

よ

る
育

児

の
援
助

活
動

を
行

っ
て

い
ま
す

。

地
域
の
よ
り
身
近
な
人
同
士
で
お

子

さ

ん
を
預

け
た

り
、
預

か

っ
た
り

が
で

き
る

よ
う
、

ま

つ
ど

フ
ァ
ミ
リ

ー

・
サ

ポ
ー
ト

ー
セ
ン

タ

ー
は
、

あ

な
た

の
子
育

て
を

応
援
し

ま
す

。

育

児

の

相

互

援

助

内

容

保

育
所
（
園
）
、
幼
稚
園

、
小
学

校

お
よ

び
学

童
保

育
所

の

開
始

時
間

ま

で
、

ま
た

は
、
終

了
時

間
後

の
お
子

新規委託医療機関(平成11 年4月以降、新し＜委託医療機

関になり、現在、受診できる医療機関です) 表1　援助時間および報酬等（利用会員が

提供会員に支払う）の基準

援助時間 ゛4 報酬の額

月曜日から金曜日まで

の午前6時力ヽら午後10 時
IE持間当たりワ00円

土・日曜日､祝日および

年末年始ならびに上記

時間帯以外の時間

1時間当たり900 円

表2 ①利用会員・提供会員入会説明会日程

さ
ん
の
預
か
り

や
送
迎
を
行

い
ま

す
。

ま

た
、

保
育
施

設
等

の
休
日

の
場

合
な

ど
臨

時
的
に

終
日

お
子

さ
ん

を

預

か
り
ま

す

（
表

１
）
。

会

員

募

集

提

供
会
員

は
育

児
援
助

活
動

に

理

解
と

熱
意

が
あ

る
健
康

な
市

回

仕
住

の
人

で
、

特
に
資

格

は
必
要

あ
り

ま

せ

ん
。
入

会
に

際
し

、
入
会

説
明
会

（
提

供
会

員

・
利

用

会
員

と

も

）

と

活
動

に
必
要

な
知

識

や
技
術

を
身

に

付

け
る
た

め

、
基
礎

研
修

会
に
参
加

し
て

い
た
だ
き
ま
す
（
表
２
）
。

匣

直
接

ま
た

は
電
話

で
、
ま

つ

ど
フ

ァ
ミ
リ

ー

・
サ

ポ

ー
ト

ー
セ
ン

タ

ー

昔
加

・
2
9
4
1

（
月

～

土
曜
日

の

午
前

９
時

～
午

後
５

時
）

へ

日 時 会 場 内 容

毎月第3火曜

日午後3時～

5時

女性センター

ゆうまつど

相互援助活動

の基本

②提供会員基礎研修会日程

病院・医院名 所 在 電話番号 実施健診(検診)

どうたれ内科

診療所
常盤平1の20の3 394-0600

基本･ 肺がん･

大腸がん

横関医院 六高台2 の58 38 ワー202ﾜ
基本･ 肺がん･

大腸がん

こすもす内科

クリニック

日暮5の194M-

PART ビル1階
385-8621

基本･ 肺がん･

大腸がん

富川循環器科内

科クリニック

新松戸4の即 の

２
340-5558

基本･ 肺がん･

大腸がん

矢切クリニック
栗山125 の1ほ

んでんビル2階
394-8850

基本･肺がん･大

腸がん･乳がん

まつど眼科 松戸1240 の1 331-ﾜ311 眼底検査

日 時 会 場 内 容

9/14C火)午前9

時30～午後5

時

女性センター ’

ゆうまつど

相互援助活動

の基本・交流

会・事例研究

辞退・閉院委託医療機関

（現在、市の健診（検診）は行っていません）

病院・医院名 ’･ 所 在　　　　↓ 電話番号

三橋医院 五香西2 の12 の1 38 ワー5553

五香駅ビルクリニ

ック

常盤平5の19 の1五香駅西

ロビル4階
38 ∠1-6050

歯
仗
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫
。

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
六
十
七
　
日
本
人
の
歯
並
び
の
変
化

明
治
９
年
に
来
日
し
、
東
京
医

学
校
（
現
東
京
医
大
学
医
学
部
）
で

の
医

学
教
育

の
か
た

わ
ら

、
多
く

の
日

本
人

の
診
療

に
あ
た

っ
た
医

師
ヘ

ル

ツ
は

、
「
日

本

人

の

身
体

特
徴
」

と

い
う

長
大

な
論

文
を
発

表
し

ま
し
た

。

そ

の
な

か
で
日

本
人

の
歯
並

び

に

つ
い
て
も

言
及
し

、
日

本
人

に

は
歯

並

び
の
悪

い
人

が
多

く

、
約

八
分

の
一

は
反

っ
歯
で

あ
る
と

記

載
し

て

い
ま

す

。
実
際

、
こ

の
よ

う

な
歯
並

び
は
中

世
か

ら
江
戸

ま

で

の
日
本
人

で

は
こ

れ
以

上

の
割

合

で
よ
く
見

ら

れ
た
も

の
で

、
ま

だ
江

戸

の
名

残

を
残
し

て

い
た
明

治

初
期
に

も
多

か
っ
た

と
考
え

ら

れ
ま

す

。

そ
の
後

、
昭
和

初
期

の
研

究
で

は
、
そ
の
数
は
か
な
り
減

っ
て
五

・

六

特
に

な
り
、

現
在

で
は
二

・
九

㌫
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治

初

期
か
ら
百

年

ほ
ど

で
の
こ

の
大

き

な
変
化

の
原
因

は

、
顔

の
高
さ

の
増
加
と

関
係

が
あ

る
と

い
わ
れ

て

い
ま

す

が
、
こ

の
こ
と

は
校
合

（
歯

並

び
）

と

い
う

も

の

が
顎

の

骨

の
変
化

と
と

も
に

比
較
的

短

い

時

間
で

変
わ
り
う

る
こ

と
を
示

し

て

い
ま

す
。

戦
後

の
日
本

人

の
頭

蓋

の
変
化

と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
短
頭
化
（
頭

蓋
骨
の
前
後
径
が
減
少
し
て
い
る

こ

と
）

が
有
名

で
す

が
、
こ

れ
も

咀

嚼
器

官

の
退

化
と

関
係

が
あ

る

と

い
わ

れ
て

い
ま
す
。

一
九
九
五

年

に
日
本

小
児

歯
科

学

会
で
ま
と

め
た
資
料
に

よ
る
と
、

十
三

歳
ま

で
で

は
一
九

五
八
年

と

比

較
し
て

、
戦

後

の
身

長

の
伸

び

に
応
じ
て
顔
全
体
が
大
き
く
な
り
、

顔

が
長
く

な

っ
て

い
ま

す

。
ま

た
、

上
顎

骨

も
下

顎

骨
も
各

部
位

で
少

な
ぐ
と

も
縮
小
は
し
て

い
ま
せ

ん
。

一
方

、
抜
去

歯
に

よ
る
調
査

で

は
、

こ

の
五
十
年

間

で
歯
冠

の
大

き
さ

が
特

に

大
き

く

な

っ
て

い
ま

す

。

歯

種
に

よ

っ
て

は

て
。リ
以
上

大
き

く

な

っ
て

い
る
歯
も

あ
り
ま

す
。

骨

の
増
大
を

上
回

る
歯

の
大
き

さ
の
増

大
が
、

さ
ま

ざ
ま

な
問
題

を

引
き

起
こ
し

て

い
る
と

考
え
て

も

い
い
か
も
し

れ
ま
せ

ん

。
と
こ

ろ
が
逆

に
歯

根
は
短

く
な

っ
て

い

る
傾
向

に
あ
り

、
こ

の
こ

と
は
現

代

の
日

本
人

に
起
き

て

い
る
何

か

重

要
な
こ

と
を
示

し

て

い
る
よ
う

に
も
思
え

ま
す

。

不

正

皎
合

の
増
加

に
は

こ

の
ほ

か
乳
歯

列

の
問

題

、
咬
耗

の
問
題

な

ど

い
ろ

い
ろ
な

要

因

が

あ
り

、

ま
す
ま

す
複

雑
に

な

っ
て

き
て

い

ま
す

。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

９

月

は

が

ん

征

圧

月

間

で

す

生

活

見

直

し
　

若

い

う

ち

壮

年

か

ら

は
　

が

ん

検

診

圃
健

康
課
検
診
係

竺

’一
・
7
4
8
7
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私
た
ち
の
生
活
は
、
経
済
成
長
に
伴
っ
て
、
大
変
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
社
会

が
定
着
し
、
物
が
あ
ふ
れ
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
物
が
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

日
ご
ろ
何
気
な
く
捨
て
て
い
る
ご
み
も
、
日
常
生
活
を
見
直
し
、

一
人
ひ
と
り
が
工
夫
や
心
が
け
を
す
る
こ
と
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
回
は
、
暮
ら
し
の
中
で
の
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、

生
ご
み
処
理
機
に
７
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
家
庭
で
無
駄
を
省
き
、

ご
み
を
出
さ
な
い
努
力
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
環
境
部
計
画
課
登
3
6
6
・
7
3
3
1

自
ら
の
生
活
を
見
直
し

暮
ら
し
の
中
で
ご
み
を
減
量

◆
買
う
前
に
も
う
一
度
考
え

る

新
し
く
物
を
買
お
う
と
す
る
と
き

は
、
本
当
に
必
要
か
よ
く
考
え
ま
し

ょ
う
。
買
い
物
の
前
に
冷
蔵
庫
の
中

を
確
か
め
て
い
ま
す
か
。
使
い
捨
て

の
物
や
す
ぐ
ご
み
に
な
る
物
の
利
用

は
控
え

ま
し

ょ
う

。

◆

買
い

物

袋

を
持

参
す

る

買

い
物
に

は
、
買

い
物

袋
を

持
参

し

、
余

計

な
袋

は
辞
退
し

ま
し

ょ
う

。

ば
ら
売
り
や
、
量
り
売
り
を
利
用
し

一
人

一
日
当

た

り
の

ご
み
の

排
出

量

（
単

位

グ

ラ

ム

）

市内のごみ排出量の推移ご
み
の
総
排
出
量

（
単
位
千
ト
ン
）

た
り
、
詰
め
替
え
商
品
を
利
用
す
る

な
ど
、
包
装
の
ご
み
を
減
ら
し
ま
し

◆

買

っ
た

物
は

使

い
切

る

消

耗
品
な

ど
は
最

後
ま

で
使

い
切

り

、
途

中
で

捨
て
た

り
無

駄
使

い
は

や
め
ま
し

ょ
う

。
食

材

は
無
駄

な
く

使
っ
て
い
ま
す
か
。
作
り
過
ぎ
や
食

べ
残
し

を
し

な

い
よ
う

に
し
ま
し

よ

◆

生

ご

み
は

、
水

切

り
を

家

庭
か
ら

出

る
生

ご
み
の
大

部
分

は
水
分
で
、
少
し
で
も
水
切
り
を
す

る
こ

と
に

よ
り

ご
み

の
減
量

に
つ

な

が
り
ま
す
。
水
切
り
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う

。
ま

た
コ

ン

ポ
ス

ト
容

器
な

ど

を
使

い
、

た

い
肥

と
し

て
リ

サ
イ

ク

ル
し

ま
し

ょ
う

。

◆
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
考
え
て

今
使
っ
て
い
る
物
が
ま
だ
使
え
な

集団･回収（リサイクル活蕀）

い
か
考
え

て

み
ま
し

ょ
う

。
修
理
し

て
使
え

ま
せ

ん
か

。
バ

ザ
ー
な
ど

で

ほ
か

に
必
要

と
し
て

い
る
人

に

譲
っ

た
り
リ
フ
ォ

ー
ム
は
で
き
ま
せ

ん
か

。

◆

ご

み
に

し

な
い

で
リ

サ
イ

ク
ル

新

聞

・
雑
誌

・
段

ボ
ー
ル

・
牛

乳

パ

ッ
ク

・
び
ん

・
缶

・
金

属
類

・
繊

維
製

品

・
発

泡

ス
チ

ロ

ー
ル
な

ど
資

源
と
な

る
物

が
た
く
さ
ん
あ

げ
拿
す
。

使
え

な
く

な

っ
て
、

や
む
を
得

ず
処

分
す

る
場

合
は

、
資
源

と
な
ら

な

い

か
考

え
て

み
ま
し

ょ
う

。

◆
集
め
た
資
源
を
再
利
用

。

せ

っ
か
く
回
収
し
た
資
源
も
、
使

ケ
人

が
い
な
け
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
ま
せ
ん
。
エ
コ
マ
ー
ク
や
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ク
の
つ
い
た
、
再
生
紙
の
ト

イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
ノ
ー
ト
、
再

生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
た
ボ
ー
ル

ペ
ン
な
ど
を
積
極
的
に
使
い
ま
し
よ

リサイクル活動は、新聞紙や段ボールなどの手軽な

物でも、ごみの減量に十分に効果があります。

資源として再利用可能なものを無駄なく効率的に資

源化するため、さまざまな団体が回収活動を行ってい

ます。

市では、町会や自治会、子ども会などの団体が古紙

類・布類・缶びん類・ペットボトルなどのリサイクル

品を、資源回収業者と提携して取り引きした場合、そ

の団体と業者に対して奨励金を交付(登録団体に限る)

しています。これからリサイクルを始めようとする団

体は、気軽にお問い合わせください。

増え続けるごみの減量に、ご協力をお願いします。

鵄環境部計画課ごみを減らす係o366  ―ﾜ332

リサイクル活動実績

登録団体は現在3ﾜ5 団体

リサイクル活動の実績推移

リ
サ
イ
ク
ル
豆
知
識

▼
古
紙
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
に

種
類
別
に
分
け
ま
し
ょ
う
。

古
紙
一
㌧
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と

直
径
一
四
㌢
高
さ
八
び
の
立
木
二
十

本
が
守
れ
ま
す
。
ま
た
牛
乳
パ
ッ
ク

三
十
枚
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
、
ト

イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
五
個
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
空
き
缶
の

リ
サ
イ
ク
ル

中
身

を
必

ず
空

に
し
て

す
す

い
で

か
ら
資

源
回
収

に
出
し

て
く
だ

さ
い
。

缶

は
リ
サ
イ

ク

ル
さ

れ
た
原

料
を

使
用
す

る
と

ア
ル

ミ
缶

で
九
七
％

、

ス
チ

ー
ル
缶

で
は

六
五
％

も

エ
ネ
ル

ギ

ー
が
節
約

で
き

ま
す

。

▼
空
き
び

ん
の
リ

サ
イ
ク
ル

ビ
ー
ル

び
ん
な

ど
、

洗
浄
し

て
何

回
を

使
わ

れ
る

び
ん

の
製
品

を
使
用

し
、
販

売
店
等

に
返

却
し
ま

し

ょ
う

。

そ

の
ほ

か
色
別

に
収

集
さ

れ
た

び

ん

は
、
砕

か
れ
、

主
に

ガ
ラ

ス
原
料

に

な
り
ま

す
。
陶

磁
器

・
石

・
金
属

な

ど
と
混

ざ
る
と

原
料

と
し

て
使
え

ま
せ

ん

。
キ
ャ

ッ

プ
は
外
し

、
中

を

洗

っ
て
か

ら
資
源

回
収

に
出
し

て

く

だ

さ

い
。

フリーマーケット
出店者の募集

生

ご

み

処

理

容

器

・

機

器

等

購

入

の

補

助

金

制

度

市

で

は
生

ご
み
を

処
理

す
る
容

器

・
機
器

類
を
購

入
し

た
人

に
、
購

入

費

の
一

部
を

補
助
し

て

い
ま
す

。

対
象
者
：
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①

車
内
に
居

住
し
て

い
る

（
住
民

登

録

が
あ

る
）
世

帯
主

②
た

い
肥
化

お

よ

び
減

量
化

さ
れ

た
生

ご
み
を
自

己

の
責
任

に
お

い
て

処
理
で

き

る

補
助
金
額
：
一
年
度
中
に
①
コ
ン

ポ
ス
ト

容
器

＝
購
入
価

格

の
二
分

の

一
相
当

額

（
百

円
未

満
切

り
捨

て
）

六
千
円
か
限
度
で
二
基
②
Ｅ
Ｍ
菌
を

使
用
の

容
器

＝
購
入

価
格

の
二
分

の

一
相
当

額

（
百
円
未

満
切

り
捨

て
）

六
千
円
か
限
度
で
四
基
③
電
気
式
生

ご
み
処

理
機
（
認

定
機
種
に
限

る
）
＝

購
入

価
格

の
三
分

の

一
相
当

額

酋

円
未

満
切

り
捨
て

）
二
万

円

か
限
度

で

一
基

申

請
方
法
・：
世

帯
主

の
名

剛
で

の

領

収
書

（
本
体

購
入
価

格

の
税
込

み

金

額
）
　・
認
め
印

・
世

帯
主

名
義

の

普

通
預
金

口
座
番

号

が
分

か
る
物

を

持

っ
て

、
直
接
市
役

所

環
境

部
計
画

課

ま
た

は
各
支

所
へ

※
申
請

の
受
付

期
間

は
、
容

器
等

を

購
入
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
で
す
。

顏

環

境
部
計
画

課

ご
み
を

減
ら

す
係

昔

鰯
・
７
９０
９
り
９亠

日時…10月24日旧)午前10時～午後2時

※雨天の場合は10月31日(日)に延期

会場…松戸市クリーンセンター多目的広場およびテ

ニスコート側駐車場( 高柳新田37)

対象…市内在住で、営利を目的としない20歳以上の

個人またはグループ

出店募集数…60店舗( 抽選) 費用…無料

圃9月22日(水)〔消印有効〕までに、ハガキに氏名( グル

ープは代表者名と人数)・住所・電話番号(昼間の連絡

先)・主な出品目を記入して、〒271-8588 松戸市根本

387の5松戸市役所環境部計画課ごみを減らす係(Q366

-7332) へ

福

祉

カ

ー
の

運

転

ボ
ラ

ン

テ

ィ
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募

集

対
象
普
通
自
動
車
運
転
免
許
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を

持
っ
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る
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内
容
心
身
障
害
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高
齢
者
が
通
院
等
に
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フ
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付
き
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福
祉
力
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
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醫
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松
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会

昔
窈
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五

香

六

実
地
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在

宅

介

護
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援

セ

ン

タ

ー
職

員

募

集

職
種
看
護
婦
・
士
　
勤
務
時
間
午

前
８
時
丿
分
～
午
後
５
時
誚
分

募

集
人
員
若
干
名

匣
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
の
間
に
、
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴

書
を
持
っ
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

松
寿
園
（
昔
誣
・
6
3
5
7

）
へ

北

千

葉

広

域

水

道

企

業

団

の

職

員

募

集

試

験
日
1
0一
月
2
4
日

㈲
　

募
集
職

種

技

術
職

（
電
気

上
級
）
　一
人

受
験

資

格
昭
和
4
6
年

４
月

２
日
～
5
3
年

４

月

１
日

ま
で

に
生
ま

れ
た

人
　

受

付

期

限
９
月

財一
日

蚩

※
北
千

葉
広
域

水
道
企

業
団
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、
水
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卅
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を
構

成
団

体
に
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給
す

る
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共
団
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で
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北
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葉
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域
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道
企
業
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総

務
課

昔
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4
5
・
９Ｊ
り亠
１
１

再

生

自

転

車

を

即

売
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月
1
2
日

㈲
～
1
4
日
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午

前
８

時
3
0
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午
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３
時

会
場
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福
祉
セ
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タ
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（
金
ケ
作
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販
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台
数
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台
（
売
り
切
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次

第
終
了
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格

七
千
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～
一
万

一
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五
香
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東

口
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新
京

成
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行
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ま

た

は

「
柏

陵

高
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、
新
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町
人
口
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車
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茆
松
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市

シ
ル

バ
ー
人
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ン

タ

１

容
3
8
4
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０
びＩ
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域
振
興
券
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月
1
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で
す
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鸚
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域
振
興
券
推
進
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部

昔
3
6
6
・
り乙０
び９
り０乙
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日
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よ
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夜

間

納
付
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窓

口
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口
＝
９
月
1
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前
９
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午
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時

会
場
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役
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新
館

二
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収
納
課
・
各
支
所

夜
間
窓
口
＝
９
月
８
日
水
～
1
7日

蚩
午
後
８
時
ま
で
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日
曜
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、
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日
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除
く
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場
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館
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収
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課
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収

納
課
昔
鰯
・
7
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犬

・

猫

の

不

妊

去

勢

手

術

費

を

補

助

し

ま

す

対

象
健
康

状
態

が
良
好

な
犬

・
猫

（
一
戸
当
た
り
一
頭
、
犬
は
平
成
1
1
年

度

の
狂
犬

病
予
防

注
射

と
登
録

が
済

ん
で

い
る
こ
と

）
　

補
助
金

額
五
千

円

補
助
数
八
百

頭

（
抽
選

）

※
世

剛
に
手

術
を
受

け

た

い
動

物
病

院

（
千
葉

県
獣

医
師

会
会
員

）
で

の
相
談

が
必
要

で
す

。

※
ワ
ク
チ

ン
未
実

施

・
検
査

を
要
す

る
場
合
は
別
途
費
用
が
必
要
で
す
。

匣

９
月

％一
日

⑧

〔
消
印

有
効

〕
ま
で
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往
復
（

ガ
キ
に
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・
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話
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犬
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猫
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・
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名
前
・
年
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色
・
動
物

病

院
名

・
平
成
1
1
年

度
狂
犬

病
予

防

注

射
番
号

（
犬

の
み

）
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返

信
用

あ

て
名
を
記

入
し

て

、

〒
沺
－
0
0
2

1
千

葉
市

中
ｍ（
区

新

宿
二

の
九

の
七

結

城
野

ビ
ル

ー
階

賄
千
葉

県
獣
医

師

会

（
登

㈲
・
盥

・
1
0
4
7

）
　へ

教
育

委

員

会

会

議

を
開

催

９
月
2
2日
水
午
後
３
時
か
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京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議
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傍
聴
で
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ま
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議
案
は
お
問
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合
わ
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だ
さ
い
。

醫
教
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昔
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白
井

聖

地

公

園
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申

込

案

内

書
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配
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（
９
月
2
9貝
禀
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で
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場
緑
地
管
理
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・
各
支
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各
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民
セ
ン
タ
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白
井
聖
地
公
園
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理
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井
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鬪
緑
地
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課
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井
聖
地
公
園
係

昔

鰯
・
7
3
7
9

私
た
ち
に
で
き
る

ご
み
減
ら
し
作
戦



成人講座
急激に変化する今日の社会にあって、精神的なゆとりや

心潤う人間関係は、私たちの「暮らしの潤滑油」です。文

化に触れる、モノを創造する、仲間と語り合うことなどに

よって、新しい自分を発見するかもしれません。

この成人講座が、各種の学習のきっかけとなり、生活や

人間関係の広がりとなっていくことを願って開設します。

広報まつど1999年(平成11年)9月5日

楽しく

青少年の学習・仲間づくりの

場として、青少年教室を開催し

ます。

いろいろな楽しい教室があり

ます。ぜひご参加ください。

［削9 月12 日（日）〔必着〕までに、往復ハガキ（ハガキ1 枚に1 人

で1 教室）に住所・氏名・性別・電話番号・学校名・学年・希

望教室名・返信用あて名を記入して、〒270-0035 松戸 市新

松戸南２の２青少年会館（昔3 ∠14-8556) へ

※返信用ハガ半を持参し､ 直 接窓口で申し込むこともできます。

※申し込み多数の場合は、抽選になります。

対象…市内在住・在勤・在学の16 歳以上の人

申し込み…9 月13 日（月）〔必着〕までに 、往復ハガ牛に講座名 ・住所・氏名（ふ

りがな）・年齢・電話番号・返信用あて名を記入して、〒2ﾜ1-0094 松 戸市上矢

切299 の1 総 合福祉会館内矢切公民館へ（ただし 、「秋のファミ リーキャンプ 」

は、家族全員の名前・年齢を記入してください）

※往復ハガ牛１枚につき１講座（本人のみ）で申し 込んでください。定員を超え

た講座は初めての人を優先し 、抽選し ます。定員に満たない講座は、9 月1ワ日

窗から電話で受け付けます。

※「子育てなんてつらくない」は保育があります（2 歳以上 拓人まで・無料）。

詳細はお問い合わせく ださい。

團公民館S368-1214

教室名（講師）/会場 日 時 対象 定員 費用

子どものアトリエ

絵画講師・大島和江氏

青
少
年
会
館

9/18 ～12/11 の毎週土曜日〔10/30

を除く、全12 回〕午後2 時～4 時

小学年生以

上の青少年

20 人 2,000円

フ ットサル（屋内サッカー）

県サッカー協会フットサル委員

9/25 ～10/23 の毎週土曜日〔全5 回〕

午後2時～4 時
40 人 無料

子ども科学手品

理科教育研究家・高橋弘氏
10/9 仕)午前10 時～正午 20 人 500 円

土で作ろう～秋のやきものあそび

手作り玩具研究会・鈴木のぼる氏
9/26(日)午前9時30 分～午後O時30 分 12人 500 円

ザ・ヒップホップ

元宝塚歌劇団・和佐まき氏

9/19 ～10/24 の毎週日曜日〔全6 回〕

午前10 時～正午
40人 無料

挑戦！スポーツチャンバラ

国際スポーツチャンバラ協会・酒井実氏

会場運動公園

10/2 ～11/13 の毎週土曜日〔全ﾜ回〕

午後3時～4 時30 分
30 人 無料

※「子どものアトリエ」教室は、11/130) に美術館を見学します。

講 座 名 等 日 程 時 間 会 場 講 師 定 員 費 用

童謡・唱歌を訪ねて（明治から平成まで）

～童謡や唱歌の違いなどをエピソードを交えながら学ぶ

10/4 ～12/20 の毎週月曜日〔全8回〕

(10/11 ・ 25、1 1/1 ・ 22を除く）
午後1時30 分～3 時 矢切公民館

元市立中学校校長・中島巌

氏ほか
50人 無料

子育てなんてつらくない

～子育ての不安や悩みを話し合い、共に考える
10/5 ～11/16 の毎週火曜日〔全ﾜ回〕

午前10 時30 分

～午後0時30分
六実市民センター別館

女性の学習情報をつなぐ会

西山恵美子氏ほか
30人 無料

歩いてみる歴史と文学

～史跡等を訪ね歩き、文学作品にまつわる逸話等を学ぶ

10/5 ～11/30 の毎週火曜日〔全6 回〕

(10/19  ･ 11/16 ・ 23を除＜)

午後1時～4 時

初回のみ午後2時から

東京都内ほか

初回のみ矢切公民館

あびこガイドクラブ・佐久

間俊行氏
20人
交通費・入

館料等実費

はぎれで綿入れ半てんづくり

～はぎれや着物地を使って、温かい綿入れ半てんを作る
9/28 ～11/2 の毎週火曜日〔全6回〕 午後2時～4時

タウンスクり レ根木内

(根木内小学校内)

生涯学習インストラクター

山下幸子氏ほか
25人 無料

家庭・学校・地域で育つ子どもたち

～話し合いを中心に、不登校等について共に考える

10/13 ～12/1 の毎週水曜日〔全5回〕

(10/20 、11/3・ 1ﾜを除く)
午前10 時～正午 常盤平市民センター

元市立小学校校長・三輪多

恵子氏
20 人 無料

救急救命講習( 小金消防署)

～止血法から心肺そ生法まで、救急救命法について学ぶ
10/13 ・ 20 ・ 27の水曜日 午前10 時～正午

タウンスクール根木内

(根木内小学校内)
小金消防署職員 20人 無料

救急救命講習( 西口消防署)

～止血法から心肺そ生法まで、救急救命法について学ぶ
10/14 ・ 21 ・ 28の木曜日 午前10 時～正午 青少年会館樋野口分館 西口消防署職員 20人 無料

日本史「徳川５代将軍綱吉の時代と忠臣蔵」

～歴史上の人物像や当時の人々の生活・意識について考える
11/10 ～12/15 の毎週水曜日〔全6回〕午後2 時～4時 市民劇場

つくば国際大学附属高校非

常勤講師・斉藤晶子氏
50人 無料

自然環境講座

～講義・野外観察等を通して、環境保全について共に考える

10/14 ・ 28、11/4 ・11 、12/9 の各

木曜日と11/24 の水曜日〔全6回〕

午後1 時～4時

初回のみ午後2時から

市内外

初回のみ矢切公民館

日本野鳥の会・熊谷章氏ほ

か
25人
交通費・入

館料等実費

人間関係をつくる話し方

～自己紹介・あがらないスピーチの仕方等の話し方を学ぶ
10/8 ～11/26 の毎週金曜日〔全8回〕

午後1 時30 分

～3時30 分
文化ホール

日本ヒューマンリレーショ

ンズ研究会会員
30人

教材費

1,000円

初心者のための点字教室

～点字を学習しながら、障害者への接し方等について考える

9/28 ～12/14 の毎週火曜日〔全10回〕

(1 1/23 ・ 30を除＜)
午後6時30分～8時 女性センターゆうまつど

千葉点字図書館・高橋恵子

氏ほか
20人

教材費

1,ﾜ00円

聖徳大学共催講座・音楽のもつ不思議な魅力

～ポリフォニー音楽・コンサート鑑賞等で音楽を学ぶ

10/26 ～12/14 の毎週火曜日〔全ﾜ 回〕

(11/23を除＜)
午後ﾜ時～8時30 分 聖徳大学 聖徳大学音楽文化学科講師 50人 無料

秋のファミリーキャンプ（講習・実習）

～まき割りや森林散策等の親子で楽しめる野外活動

講習…10/2R

実習…10/16m ～17(B)〔1泊2 日〕

午前10時～正午

午後2時集合

矢切公民館

船橋市キャンプ場

アウトドア・アドバイザー

小野勝重氏
10 組 無料

アジアの食文化Part Ⅱ

～中国ほか４力国の『食｣を通して文化や生活習慣に触れる

10/30 、11/20 、12/18 、1/29 の土

曜日
午前10時～午後2時 市民会館 まつど国際文化大使ほか 20人

教材費

4,000 円

読み・書き学級（識字学級）

～学びたいと思うときが学ぶとき。詳細はお問い合わせを
受講生と相談の上、日程等を決定 社会教育指導員 若干名 無料

松戸地域職業訓練センター（テクy  21) 講座案内 会場松戸地域職業訓練センター（テクノ21）

剔9 月６日㈲午前９時から直接、受講料を添え松戸地域職

業訓練センター（松戸市小金原1 の19 の30349-3200)

の窓口へ

※受付開始時に定員を超えた場合は抽選となります。

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メ

ンバーの場合です。

日商簿記3級受験講座

9/24 ～11/15 の毎週月
・水・金曜日〔全20 回〕

午前9時30分～11時30分

15人
20,000 円

(15,000 円)

日商簿記2級受験講座

11/6 ～2/12 の毎週土曜
日〔全12 回〕

午前10 時～午後4 時

15人
30,000円

(25,000 円)

宅地建物取引主任者資

格取得講座

11/6 ～7/15 の原則毎月

第1･2･3 土曜日〔全2ﾜ 回〕
午後1時30 分～4 時30 分

25 人
45,000 円

(35,000 円)

英語基礎講座（日本人

講師）

10/7 ～12/9 の毎週木曜

日〔全10 回〕
午前10 時～ｎ時30 分

10人

10,000円

実用英会話基礎講座

(日本人講師)

10/5 ～12/14 の毎週火曜
日〔全10回〕
午前10 時～11 時30 分

20 人

10,000円

実用英会話初級講座

(外国人講師)

12/1 ～3/1 の毎週水曜日
〔全12 回〕

午後1時～2 時30 分

20 人

15,000円

実用英会話中級講座

(外国人講師)

12/1-x3/1 の毎週水曜日
〔全捏回〕

午前10 時～11 時30 分

20 人

15,000円

男の料理教室
10/16 ～3/18 の毎月第3
土曜日〔全5回〕

午後2時～4時

20 人

15,000円

気功入門講座

10/1～12/17 の毎週金曜
日〔全12 回〕

午後IE時～2時20 分

30 人

12,000円

太極拳入門講座

10/1～12/17 の毎週金曜
日〔全12 回］午後2 時30

分～3時50 分

30 人

12,000円

ヨーガ入門講座

10/1～12/17 の毎週金曜
日〔全12 回〕

午前10 時30 分～正午

20 人

12,000円

陶芸入門講座

9/30～12/16 の毎週木曜

日〔全12 回〕午前10 時
～午後O時30 分

拓人

12,000円

対
象
小
学
四
年
生
～
十
八
歳

定
員
先
着
三
十
人

費
用

一
千
円

※
９
月
1
9日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後
３
時
に
青
少
年

会
館
で
事
前
準
備
・
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
昔
剔
・
8
5
5
6

へ

自
然
の
中
で

一
緒
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
冒
険
的
な

遊
び
や
自
然
体
験
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

松
戸
市
キ
ャ
ン
プ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
県
キ

ャ
ン
プ
協
会
ほ
か
の
団
体
が
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
キ
ャ
ン
プ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

９
月
2
5
日
出
～
Ｓ
囗
⑧
匸
泊
二
日
〕
　
会
場

千
葉
県
和
田
浦
キ
ャ
ン
プ
場
（
安
房
郡
和
田
町
）

子
ど
も
地
域
活
動
促
進
事
業

「
あ
つ
ま
れ
！
ガ
キ
大
将
～
冒
険
キ
ャ

ン
プ
に
挑
戦
」

秋にチャレンジ青少年教窒

資

格

・

検

定

・

教

養

講

座

講座名 日 時 定員/費用 講座名 日　時 定員/費用

教

養

講

座
　
　
　
　
　
　

ワ

ー

プ

ロ

ー
パ

ソ

コ

ン

講

座

フラワーデザイン入門

講座

10/7 ～3/9の毎週木曜日

〔全20回〕
午前10時～正午

20人

10,000円

フラワーデザイン中級

講座

10/7 ～3/9の毎週木曜日

〔全20回〕
午後IE侍～3 時

20 人

10,000円

筆ペン初級講座

10/4 ～2/7の毎週月曜日

〔全巧回〕
午後1時30 分～3 時30 分

20 人

ﾜ,500円

筆ペン中級講座
10/1 ～1/28 の毎週金曜
日〔全巧回〕

午後1時30 分～3 時30 分

20 人

ﾜ,500円

パ ソ コ ン ・ ワ ー プ ロ 入

門 講 座

Windws95 入 門 講 座

①10/4 ㈲・5（火）　 午後

②10/13feK)・14(*) 午前

吝9人

6,000円

①10/2 圉　　　　 土曜

②10/18 ㈲・19W　 午前

吝9人

6,000円

ワ ープロソフト

一太郎入門講座

10/21$ ・22㈲　　 一

・25(月)・26㈲　　
午剛

10人
ス000 円

(10,000 円)

ワ ープロソフト

Word 入門講座
10/16 出・23圉　 土曜

10人
辻000 円

(10,000 円)

表計算ソフリ　　 ①1印jﾂjl §j　 午前 ほ回合
円

Excel 入門講座　　 ①10/26(メト29 銜 午後(10,000 円）

午前一午前9時30 分～午後O時30 分 、午後一午後1B#30 分～4

時30 分、土曜一午前9時30 分～午後4時30 分

マッキントッシュパソコン

講座～初心者入門

10/14W-  15銜

・21（村・22窗
午後1時30 分～4 時

5人

15,000円

高齢者向けパソコン講座

ゆつ＜リ楽しくパソコン講

座( 対象65歳以上)

10/2$ 木)・29廊

午前9時30 分～正午

5人

ﾜ,000 円

昼
間
講
座

夜
間
講
座

週

末

講

座

第Ⅱ期 学ぼう
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催

し

物

小

金

原

老

人

福

紐

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

展

覧

会
（
翠

墨

会

書

道

展

）

９
月
1
1
日
出
～
1
3
日
丱
、
午
前
９

時
～

午

後
５
時
（
1
3日

は
正

午
ま

で
）

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

無

料

圃
小

金

原
老
人

福
祉
セ

ン

タ
ー

昔
諞

親

子

で

遊

ぶ

英

語

の

歌

と

お

話

の

集

い

①
９
月

Ｈ
日
天

午

後
４
時
3
0
分
～

５

時

丿
分

②
９
月
2
1
日
天

午

後
３
時

洳
分

～
４

時
3
0
分

会
場
①

八
ヶ

崎

市
民
セ
ン
タ
ー
②
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
　

内

容
英
語

圏

の
わ
ら

べ
歌

で

遊

ん
だ

り
、

お
話
を
楽

し

む
　

対
象

幼
児

・
小

学

一
年
上

二
年
生
　

定

員

先
着
親
子
十
組
　
費
用
一
回
三
百
円

惠

電
話

で
剛

ラ

ボ
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー
事

務
局

登
０

１
２
０

・
8
0
・
8
7

4
3

へ

松

戸

市

域

南

部

札

所

史

跡

め

ぐ

９

月
1
2
日

㈲
午
後

１
時
松

戸

駅
西

口

か
ら
く

り
時

計
前

集
合

〔
雨
天

中

止
〕

午

後
４
時
3
0
分

解
散

予
定
　

コ

ー

ス
松
戸

駅
西

口
～
吉

祥
寺

～
宝

光

院
～
円
慶
寺
～
西
蓮
寺
な
ど
約
五
㌔

を
徒
歩
で
巡
る
　
費
用
三
百
円

惠

当
日

集
合
場

所

で

圜

松
戸

史
談
会

・
神
尾

登
釦
・
２

４

ゆ

う

か

り

合

唱

団

二

十

周

年

記

念

演

奏

会

９

月
1
8
日
出

午
後
２

時
～

４
時

会
場

森

の
ホ

ー
ル
2
1
　
内

容
女

声
コ

ー
ラ
ス

に
よ

る
ミ
サ

曲

「
水

の
い
の

ち

」
・
シ

ヤ
ン

ソ
ン

ー
ホ

ー
ム

ソ
ン

グ
、

プ
ロ
男
声

カ
ル

テ

ッ
ト
に

よ
る

楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
な
ど
　
費
用
千
円

圃
ゆ
う
か
り
合
唱
団
・
上
野
公
匐
・

朗

読

を

き

く

か

い

９
月

８
日

水
壬

圓
1
0時

～
正
午

会

場
ふ

れ
あ

い
2
2（
健

康
福

祉
会
館

）

内

容
松
戸

市
朗

読
奉

仕
会

会
員

に
よ

る
朗
読
「
落

葉
樹

」（
連

城
三
紀

彦
著

）

ほ

か
　

対
象

障
害
者

手
帳

を
持

っ
て

い
る
人

ま
た
は
そ

れ
に
準
ず
る
人
（
付

き
添

い
の

人
と

一
緒

の
参

加

も

可

）

費
用
無
料

圃

電

話
ま

た
は

フ
ァ
ッ

ク
ス
に
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
障
害

等
級

・
連
絡

先

を
記

入
し

て
、

障
害
者

福
祉

セ

ン

タ

ー

（
ふ

れ
あ

い
2
2内
）

登
3
8
3・
7

1
1
1

囲

沺

・
7
0
0
1
0
へ

矢

切

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

映

画

会

①
９

月
９

日
米

②
９
月
1
6
日

米
各

午
後
１
時
～
２
時
3
0
分
会
場
矢
切

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
容
①
「
お

嬢
吉
三

」
②
「
お
し

ど
り

駕
篭

」
　
対

象
市
内
在
住
で
六
十
歳
以
上
の
人

費
用
無
料

圜

矢

切
老

人
福

祉
セ
ン

タ

ー

昔
3
6
8
・

ど

う

め

き

谷

津

に

古

代

を

探

る

９
月
1
1
日

出

〔
雨

天

・
荒
天

の
場

合
は
1
2日

㈲
〕
、
午
後
１

時

匐
分
～
３

時
3
0分

（
市

川
車

立
市

川
歴

史
博
物

館

で
午

後
３

時
ま

で
受

け
付

け
、
自

由
見
学

）
　
会
場
堀

之
内
南

遺
跡
（
左

図
参
照
）
　
費
用
無
料

醫

㈱
千

葉
県

文
化

財
セ

ン

タ
ー
西

部

調
査

事
務
所

昔
０
４

７
１

・
5
6
・
０

星
空

観

望

会

９
月
Ｓ
日
出
①
午
後
６
時
～
６
時

5
0分

②
午
後
７
時
～
８
時

丿
分

会

場
市
民
会
館
①
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

②
屋
上
　
内
容
①
今
夜
の
星
空
解
説

②
天

体
望
遠
鏡
で
月

・
ア
ル
ビ
レ

オ
・
星
団
な
ど
を
観
望
（
雨
天
・
曇

天
時
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
内
に

て
星
空
解
説
等
）
　
定
員
先
着
八
十

人
　

費
用
無
料

※
午
後
５
時
3
0分
～
６
時

の
間
は
。

室
内
で
音
楽
鑑
賞
が
で
き
ま
す
。

匣
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

昔
3
6
8
・
1
2
3
7
（
月
曜
休
館
）

へ

おはなしキャラバン定期公演

｢松戸では８時になったらおはなしタイム｣

期日 会場 時間 プログラム

9/ 8 ≪ 図書館本館
午後3時30 分

～4時

絵本「おおかみと七

ひきのこやぎ」ほか

16 ㈲
松飛台市民セ

ンター
午後3時～4 時

アニメーション・人

形劇

17 銜
小金市民セン

ター
午後3時～4 時

アニメーション・人

形劇

22 ㈲ 図書館本館
午後3時30 分

～4時

絵本「かもとりごん

ぺえ」ほか

24 窗
和名ヶ谷スポ

ーツセンター
午後3時～4 時

アニメーション・人

形劇

10/1 窗
明市民センター

午後3時～4 時
アニメーション・人

形劇

対象3 ～9歳　費用無料

※アニメーション｢ まほうつかいのノナばあさん｣､ 人形劇

｢アナンシと五｣

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます

(返却は最寄りの図書館へ)。

※電話でおはなしが聞ける｢ でんわおはなしキャラバン｣

公3ﾜﾜｰ0000 もご利用ください。

[暦市立図書館登365- 引 巧

保
健
・
衛
生

リ

サ

イ

ク

ル

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ツ

９

月
2
3日

㈲

〔
雨

天

の
場
合

は
Ｓ

囗
襾

〕
、
1
0月
2
3日

出
〔
雨

天

の
場
合

は
2
4日
襾

〕

各

午
前
1
0
時

～
午

後
３

時

会
場

ア
ル
ト

ピ
ア
駐
車

場

（
牧

の
原

）

※
食
品

ト
レ

ー
（
白

）
の
回

収
（
ト
イ

レ

ッ

ド
ペ

ー
パ
ー
と
交

換
）

も
し

ま

す

。

出

店

者

を

募

集

し

ま

す

灰
画

数
百

ブ

ー
ス
（
先

着
順
）
　
費

用
一

ブ

ー
ス

（
三

・
五
回

×
一
∵

○

び
）
二

千
五
百

円

※
何
区
画

で

も
応
募
可

圃
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
・
住
所
・
氏
名

・
電
話
番

号
・
区

画
数
を
記
入
し
て

、

干
2
7
0
－
2
2
9
9

松
戸

南
郵

便
局
留

Ｋ
Ｉ

Ｄ
Ｓ

マ
マ

・
佐
藤

幸
子

（

昔
沺

・
１

４

りａ
β０
）
　
　
へ

借

地

借
家

の

無

料

相

談

９
月
1
1
日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圜
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
昔

3
4
5
・
3
5
4
8

と

も
し

び
読

書

会

９
月
1
6日
米
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
掌

の
小
説
」
川
端
康
成

著
（
新
潮
文
庫
）
　
費
用
二
百
円

惠
電
話
で
渡
辺

昔
3
8
8
・
1
9
2
5

へ

こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

９
月
1
8
日

出
牟
上
圜
1
0時

～
午

後
４

時

会

場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健

康
福

祉

会
館
）
　

内

容
松
戸
市

精

神
障
害

者

家
族
会

土
曜
会

会
員

に

よ
る
相

談

対
象
「
こ
こ
ろ
の
病
」
の
人
を
抱
え
る

家
族
　
費
用
無
料

糸
同
日

・
同

時
問

に
、
電

話
で

の
相

談
も
受

け
付

け

ま
す

（
こ
こ

ろ

の

家

族
相
談

室
直
通

登
3
8
3・
５

５
５

１
）
。

※
毎
月

第
三

土
曜
日

に

、
相
談

を
受

け
付

け
ま

す

。

圜

松

戸
市

精
神

障
害
者

家
族
会

土
曜

会

・
武

井

登

窕
・
8
2
1
5

介
護

ミ

ニ

教

室

と

無
料

相

談

会

９
月
６
日
・
2
0
日
、
1
0
月
４
日
・

1
8日
の
各
月
曜
日
①
介

護
ミ
ニ
教
室

＝
午
前
1
0
時
～
正
牛
②
介
護
相
談
会

＝
午
後
１
時
～
３
時

会
場
松
戸
栄

暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
栄

郵
便
局

ビ
ル
ニ

階
）
　
内
容
上
手
な

介
護
の
仕
方
と
ポ
イ
ン
ト
・
将
来
の

介
護
の
た
め
に
　
講
師
社
会
福
祉
士

・
介
護
福
祉
士
　
定
員

①
先
着
十
人

②
先
着
二
人
　
費
用
無
料

崋
電
話
で
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ

ン
タ
１

昔
3
6
0
・
6
6
1
2

へ

ポ
リ

オ

ワ

ク
チ

ン
の

追
加

接

種

日
本
に
は
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
は
な

い
と
判
断
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
昭
和

5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
人

が
他
の
年

齢
層
に
比
べ
て
、
ポ
リ
オ
の
Ｉ
型
と

い
う
種
類
の
免
疫
を
保
有
し
て

い
る

割
合
が
低
い
こ
と
が
、
厚
生
省
の
調

査
で
分
か
り
ま
し
た
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
再
度
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の

人
で
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に

渡
航
予
定
の
人
ま
た
は
、
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
る
子
ど
も

が
い
る
人

※
費
用
や
実
施
場
所
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

鵞
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

昔
3
6
6
・

思

春

期

な
や

み

相

談

1
0月
６
日
水
午
後
２
時
～
４
時
3
0

分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
思
春

期
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
等

の
悩
み
に

関
す
る
相
談
　
対
象
思
春
期
の
子
ど

も
と
そ
の
家
族
費
用
無
料

惠
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

公
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

「

ひ

ま

わ

り

号

」

で

東

武

動

物

公

園

へ

1
0月
2
4日

㈲
東

武
野
田

線
柏

駅
集

合
　

定
員

身
体

障
害
者

百
人

、
同
伴

者

（
家
族
）

五
十

人
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
二
百
人
〔
各
先
着
順
〕
　
費
用
大

人
三
千
五
百
円
、
中
。
高
・
大
学
生

三
千
円

、
小

学
生
二

千
円

（
交
通

費

・
昼
食
・
入
園
料
・
保
険
料
を
含
む
）

匣
９

月
3
0
日
水

〔
必
着
〕

ま

で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番

号

・
身

体
障

害
者
か

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
か

の
区

分
を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0

－
0
1
7
4

流
山
市
下

花
輪

四

〇
九

東
葛

病
院
内

ひ
ま

わ
り
号

を
走

ら
せ

る
ち

ば
実
行

官

貝
会

〔

登
0
9
0
・
４

９

５
５

・
7
3
2
3

（
正

午

～
午

後
１

時
と

午
後
６

時
～
1
0
時
）

へ

い
き

い

き
ク

ッ

キ
ン

グ

講

座

「
増
や

そ

う

カ

ル
シ

ウ

ム

」

９
月
2
1日
天
午
前
９
時
5
0分
～
午

後
２
時

会
場
常
盤
平
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
　
内
容
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

に
つ
い
て
・
調
理
実
習
講
師
市
健

康
課
保
健
婦
・
栄
養
士
　
定
員
先
着

四
十
人
　
持
ち
物
エ
プ
ロ
ン

二
角

き
ん
・
ふ
き
ん
二
枚
費
用
無
料

圃
９
月
６
囗
丱
か
ら
、
電
話
で
常
盤

平
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
公
3
8
4
・
1
3

3
3
へ

盲

導

犬

育

成

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

1
0月
1
0一
日

㈲
午
後

６
時
3
0
分
～

８

時
3
0分

会
場

森

の
ホ

ー
ル
2
1

内

容
ジ
ャ
ズ
演
奏
　
費
用
四
千
九
百
九

十
九
円

筒
盲
導
犬
を
育
て
よ
う
会
実
行
宮
貝

会

∴
尸
津

登
０
１
２

０

・
4
8
・
５

５

エ

ス

ニ

ッ

ク

コ

ン

サ

ー

ト

ー
イ

ン

・

松

戸

1
0
一
月
1
4
日

水
午

後
６

時
開

場

会

場
森

の

ホ
ー
ル
2
1
　
内

容

ペ
ル
ー
先

住
民
族
の
歌
と
踊
り
　
費
用
二
千
円

羆

エ
ス

ニ
ッ
ク
コ

ン
サ

・Ｉ。卜
松

戸
実

行

奮

貝
会

（
あ
ら

か

る
と
内
）
　・
鎌

田

昔
3
4
1・
3
9
0
9

酒

の
悩

み

ご

と

相

談

・
酒

害

家

族

教

室

９
月
９
日
米
午
後
１
時
丿
分
～
２

時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容

①
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
方
に
心
配
の

あ
る
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
専

門
医
師

作

員

保
健
婦
に
よ
る
相
談
②
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
者
を
か
か
え

る
家
族
同
士
の

勉
強
と
話
し
合
い
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班

登
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

Ｄ
Ｔ
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
）
第
二
期
予
防
接
種

破
傷
風

は
、

土
の
中

に
潜

ん
で

い

る
破
傷
風

菌

が
傷
口

か
ら
入

り
、

感

染
し

ま

す
。
菌

が
体

の
中
で

増
え

る

と

、
菌

の
出
す

毒
素

の
た

め
に
口

が

開

か
な

く
な

っ
た
り

、
け

い
れ

ん
な

ど
の
症

状
を
起

こ
し

、
死
亡

す

る
こ

と

も
あ

り
ま
す

。

ジ

フ
テ
リ

ア
は
、

Ｄ
Ｐ
Ｔ

ワ

ク
チ

ン
の
導
入
以
来
、
患
者
数
は
年
間
十

人
未

満

で
す

が
、
病

気
に

か
か

る
と

高
熱

・
犬

吠
様

の
咳

・
嘔
吐

な

ど
の

症

状
を

起
こ
し

、
窒

息
死
す

る
こ

と

も

あ

る
恐
ろ
し

い
病
気

で
す

。

Ｄ
Ｔ

第
二
期

予
防

接
種

は
、
小

学

六
年

生
以
上
十
三
歳

未
満

を
対
象
に
、

乳

幼
児

期

（
四

回
）

の
追
加

接
種

と

し

て

一
回
受
け

ま
す

。

対
象
者
に
は
、
５
月
に
通
知
を
し

ま
し
た
が
、
転
入

・
紛
失
等
で
予
診

票
の
な
い
人
は
、
直
接
中
央
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市
民
健
康

相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
ハ
ガ
キ
に

次
の
要
領
で
記
入
し
、
〒
2
7
1
1
0
0

7
2
松
戸
市
竹
ケ
花
七
四

の
三
松
戸

市

甲
夾
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健

衛
生
課
予
防
衛
生
係
（
昔
屁
・
7
4

8
4
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

情報

p
※タイ トル が色 刷り のも のは 、市等 の主 催で す。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1111

代 表FAX は … …363-3200　

｜

(松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す)

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは‥ツ･httｐ://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jｐ/matsudo/j

案内図交
通
北
総
線
北
国
分
駅
下
車
徒
歩
十
分

ま
た
は
、
松
戸
駅
西
口
か
ら
京
成
バ
ス

「
国
分
経
由
市
川
行
き
」
で
博
物
館
入

口
下
車
徒
歩
十
分
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講
座
・
講
演

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー
養

成

研

修

三

級

課

程

）

Ｈ
月
１

日
囲

・
２
日

㈹

・
８
囗
丱

・
Ｈ
囗

水

・
1
5日
丱

・
1
6日
天

・
2
1

日

水

・
2
6日

次

・
2
9日

丱

、
1
2月

３

日

次

・
６
囗
側

・
財一
日

原

行

程

変

更

の
場

合
あ
り

〕
　

会
場
総

合

祖
祉

会

館
ほ

か
　

対

象
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

の
仕
事

に
従
事

を
希

望
す

る
全
日

程

受
講
可
能
な
市
内
在
住
の
人
定
員

五
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
一
万
一
千
円

（
テ
キ

ス
ト
代

ほ
か
）

圃

９

月
Ｊ
日

丱

〔
必
着
〕

ま

で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
・
生
年
月
日
（
年
齢
)
・
電
話

番

号

・
受

講
目
的

を
記
入

し
て

、

〒

2
7
1
－

０

０
（
リ
４

松

戸

市

上

矢

切

二

九

九

の

一

賺

松

戸

市

福

祉

公

社

事

業

係

（
登
窕
・
2
9
4
1
）
へ

だ

れ

で

も
参

加

で

き

る

点
字

通

信

講

座

期
間
1
0
月
１
日
次
か
ら
一
年
間

内
容
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
点
字
を
打

ち
郵
送
し
た
も
の
を
添
削
指
導
（
期

間
中
、
マ
ス
タ
ー
す
る
ま
で
何
十
回

で
も
添
削
可
）
　
対
象
初
心
者

費

用
一
万
二
千
八
百
円

鬪
市
川
点
字
図
書
館
通
信
部
登
0
3・

５
４
３
９
・
６
７
７
り乙

き

も

の

着

付

け

と

日

常

礼

儀

作

法

講

座

①

９
月
1
9
囗
～

Ｈ
月
７
日

の
毎

週

日
曜
日
〔
全
八
回
〕
、
午
前
1
0
時
～
正

午
②

９
月
2
2
日

～
Ｈ
月
1
0
日

の
毎
週

水
曜

日
〔
全
八
回

〕
、
午

後
２
時

～
４

時
会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

内

容
普
段
着

か
ら

晴
れ
着

ま
で

の
着

付

け
、

帯
結

び
と
日
常

マ
ナ

ー
　

費

用

各
七
千

五
百
円

圃

電

話
で
松
戸

生
活

文
化
協

会

・
安

達

昔
3
4
3・
6
8
9
8

へ

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

養

成

研

修

三

級

課

程

）

1
0月
1
3
日
水

～
1
2月

稍一
日

糜

の
毎

週
二

回

〔
全
十

一

回
〕
　

会
場

東
葛

飾

合
同

庁
舎
ほ

か
　

対

象

ホ
ー
ム

ヘ

ル

プ
サ

ー

ビ
ス
事
業

に
従

事

が
確
定

し

て

い
る
人
ま

た

は
希
望

し
て

い
る

人

定

員
五
十

五
人

（
抽

選
）
　

費

用

無
料

（
テ

キ
ス
ト
代

は

実
費
）

圃

９

月
1
4日

㈹

〔
消
印
右
効

〕

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月

日

・
職
業

・
電
話

番
号

・
返

信
用

あ
て

名

を
記
入

し

て
、

干
2
7
1
1

8
5
6
0

松

戸
市
小

根

本
七

、
千
葉

県
東
葛

飾
支

庁
社

会
福
祉

課

（

登
3
6
1

・
4
0
7
7

）
　
　
へ

や

さ

し

い

囲

碁

教

室

（
入

門

・

初

級

）

①

人
門

＝
９
月
1
8
日

～
1
0
月
3
0日

の
毎

週
土

曜
日
〔
全

七
回
〕
、
午
前
1
0

時
～

午
後

Ｏ
時
3
0
分

②
初
級

＝
９
月

1
9日
～
1
0月
3
1日

の
毎
週
日
曜
日
〔
全

七
回

〕
、
午
前

９
時
3
0
分
～

午
後
Ｏ

時

3
0分

会

場
日

本
棋

院
松
戸

生
涯

学

習
支
部
（
新
京
成
五
香
駅
工
平
）
　
内
容

①
ミ

ニ
盤

か
ら
②
基

礎

か
ら

費

用

各
三
千

五
百
円

類

日

本
棋

院
松
戸

生
涯

学
習
支

部

・

岩

島

登
誣

・
3
0
2
2

聖

徳

大

学

公

開

講

演

会

「

マ

ム

シ

の

高

齢

化

社

会

を

考

え

る

」

９
月
3
0
囗

困
午

後
２
時

～
３

時
3
0

分
会
場
聖
徳
大
学
講
師
聖
徳
大

学
客
員

教
授

・
毒

蝮
三

太
夫
氏

費

用
無
料

惠
９

月
1
8日

出

〔
必
着
〕

ま
で

に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
会
員

は
会
員
番

号

）
を
記

入
し

て
、

干
茫一
1
8
5
5
5

松

戸
市

岩
瀬
五

五

〇

聖
徳
大

学
Ｓ
Ｏ

Ａ
（
ソ
ア
）
セ
ン

タ

ー
公

開
講
演

会
係

（

登
3
6
5
・
1
1
1

1
内

線
3
1
1
2

）

へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習

会
９
月
1
0日
蚩
午
後
１
時
丿
分
～
３

時
3
0分

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人

三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先

着
二
十
人
　
持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　
費
用
無
料

圉
電
話
で
青
少
年
会
館

音
3
4
4
・
８
５

５

６

へ

「
子

育

て

フ

ォ

ー

フ
ム

～

父

と

子

の
関

わ
り

を

考

え

る
」

1
0月
１
日
糜
午
前
1
0時
～
午
後
３

時

会
場
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
（
柏
市
）
　
内
容
①
講

演
「
家
族

の
愛
情
を
感
じ
と
れ
な

い
こ
ど
も
た

ち
」
②
分
科
会
（
子
育
て
、
家
庭
の

人
間

関
係

、
父
親

の
役

割
、
子

ど
も

の

地

域

活

動

等

に

関

す

る

情

報

交

換
、

話
し

合

い
）
　

講

師

①
江

戸
川

女

子

短
期
大

学
教

授

・
福

井
黼

泰
氏

対

象

東
葛
飾

地
域
在

住

で
二
十

歳
以

上

の
人
　

定

員
百

八

十

人

（
抽

選
）

費
用
無
料

氷
昼

食
は
弁

当
を

持
参

す
る
か

、
館

内

食
堂

を
ご
利

用
ぐ

だ
さ

い
。

※
一
時
保
育

あ
り

（
二

歳
以
上

就
学

前

ま
で

、
無
料

）

圃

９

月
1
7
日

窗

〔
必
着

〕

ま

で
に

、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番

号

（
保

育

希

望
者

は

、
「
保
育

希

望
」
　・
子
ど

も

の
氏

名

・
性
別

・

年

齢
も

）
を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
1
8

5
6
3

松

戸
市

小
根

本
七

、
千

葉
県

教

育
庁

東
葛
飾

地
方
出

張
所

孚

青

て

フ
ォ

ー

フ
ム
」
係

（
登
3
6
1・ｔ

１

０

３
）
　へ

ス

ポ

ー
ツ

初

級

者

ゴ

ル

フ

教

室

火

曜
日

コ

ー
ス

＝
９
月
2
8
日

～
1
0

月
2
6
日

〔
全

五

回

〕
、

水

曜
日

コ

ー

ス

＝
９

月
３
日

～
1
0
月
2
7日

〔
全
五

回
〕
　

時
間

各
午
後
３

時
～

５
時

会

場
松
戸

グ
リ

ー・
ン
ゴ
ル

フ

（
松
戸

新

田
）
　

定
員

先
着

各
十

五
人
　

持

ち
物
ゴ
ル
フ
道
具
費
用
六
千
円
（
施

設

使
用

料
、

ボ

ー
ル
代
を

含
む

）

惠
９
月

６
日

側
か

ら
、
直

接
ま

た

は

電
話

で
ス

ポ
ー

ツ
課

（

登
3
6
3
・
９
２

４

１

）
　
へ

「
呼

吸

法

と

リ

ラ

ク

ゼ

ー
シ

ョ

ン

」

講

習
会

９
月
1
3日
囲
①
午
後
３
時
1
5分
～

４
時
4
5分
②
午
後
７
時
～
８
時
3
0分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員

先
着
各
十
人
費
用
無
料

圃
電
話
で
健
気
会
・
秋
山
昔
3
8
9
・
8

9
1
9
（
午
後
２
時
以
降
）
へ

ボ

ク

サ

サ

イ

ズ

教

室

1
0月

３
日
～
3
1
日

の
毎
週

日
曜
日

〔
全

五
回
〕
、
午
後
１

時
～
２

時
3
0分

会

場
平
沼

ボ
ク
シ
ン

グ
ジ

ム

（
栗

ケ

沢
）
　
対
象
中
学
生
以
上
四
十
五
歳

以

下

の
人

定
員
先
着

二
十
人

費

用

無
料

匣

９
月

６

囗
丱
か

ら
、
直

接
ま
た

は

電
話

で
ス

ポ
ー
ツ
課

（
昔
3
6
3・
9
2

4
1
）
　へ

秋
季

市

民

ソ

フ

ト

ボ

ー
ル

大

会

９
月
2
6日
～
Ｈ
月
７
日
の
毎
週
日

曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
　
会
場
古
ケ

崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

（
江
戸
川
河
川

敷
）
ほ
か
　
対
象
市
内
在
住

こ
仕
勤

者
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
　
費
用
一

般
男
子
一
チ
ー
ム
一
万
円
、
一
般
女

子
一
チ

ー
ム
七
千
円

圃
９
月
1
1
日
出
午
後
６
時
丿
分
か
ら

運
動
公
園
武
道
館
会
議
室
で
行
わ
れ

る
代
表
者
会
議
で

醫
松
戸
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
永

野
登
3
4
7
・
3
2
1
3

割

り

ば
し

工

作

教

室

９
月
５
日
出
午
前
1
0時
～
1
1時
3
0

分

会
場
松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
一
年
上
二
年
生
　
定
員
先

着
二
十
人

費
用
無
料

惠
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
登
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
休
館
）
へ

洳

聖

徳

大

学

オ

ー

プ

ン

ア

カ

デ

ミ

ー
　
（
Ｓ

Ｏ

Ａ

）

９
月
1
0
日

次
～
1
2
月
1
7
日
次

の
問

に

「
算

数
を

好
き

に
す

る
小
話

」
ほ

か
四
十

五
講

座
〔
全
五

回
～
十

回
〕

会
場
聖

徳
大
学

定

員

各
二

十
五
人

～
四
十
人
　
費
用
七
千
五
百
円
上
二

万

円

（
入
会

金
五
千

円

・
教
材

費
実

費
）
※
詳

細
は

お
問

い
合
わ

せ
を

圜

聖
徳
大

学
Ｓ
Ｏ
Ａ
（
ソ
ア
）
セ
ン

タ

１

昔
3
6
5・
1
1
1
1

内

線

りａ
１

１
９
に】

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル

フ

教

室

９
月
1
9日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
北
小
学
校

持
ち
物
鉛

筆

春
乕

保
険
料
百
円

圃
当
日
会
場
で

圜
体
育
指
導
妛
員
・
加
藤
昔
3
4
3
・
９

８

３

０

女性ソフトボール大会

大 会 名 日時 会 場 対 象 費 用

ＴＥＰＣＯ杯レディー

ｊ

ソフトボール大会　　ｓ

10/240日)

午前8時30 分から

予備日10/31(0)

聖徳大学附属

高校グラウンド

高校生以上の

女性チーム
無料

松戸市レディースソフト

ボール秋季大会

11/7$ﾖ)

午前8時30 分から

予備日11/14(1日)

古ケ崎ソフトボ

ール場(江戸川

河川敷)

18 歳以上の

女性チーム

1チーム

5,000円

匣]9月１１日出午後2時から運動公園会議室で行われる代表者会議で

翔松戸市レディースソフトポール連盟・斉藤容391-1461

和

洋

女

子

大

学

公

開

講

座

1
0月

２
日

～
Ｈ

月
2
7日

の
各

土
曜

日

に
「
生
活
習

慣

を
見
直

そ
う

」
ほ

か

五
講
座
〔
全
二
回

～
五

回
〕
　
命
場

和

洋
女
子

大
学

国
府

台
校
舎

・
佐

倉
校

舎

（
講
座

に
よ
り

異

な
る
）
　

定
員

各
十
人
～
百
人
費
用
無
料
（
た
だ

し
、
食

材

費
等

一
万

円

の
講

座

が
一

講
座
あ
り
）

※
詳

細
は

お
問

い
合

わ
せ

を

圃
和

洋
女

子
大

学
公

開
講
座

係
3
7
1・

1
1
1
1

内

線
2
4
6

話

し

方

教

室

９

月
2
1日

～

Ｈ
月
９

日

の
毎

週
火

曜
日
〔
全
八

回
〕
、
午

後
６
時
3
0
分

～

９

時

会

場
市

民
劇

場

内

容
人

間

関

係
を
作

る
話

し
方
　

費
用

八
千
円

圜

Ｈ
Ｒ
松

戸

話
し
方

研
究
会

・
西

田

登
沺

・
1
4
5
3

講

演

会

「

子

育

て

を

考

え

る

」

９

月
1
2日

㈲
午

前
1
0
時
～

Ｈ
時
3
0

分

会
場

六
高
台

保
育

園

テ
ー
マ

幼
児

期
だ

か
ら
こ

そ
注

意
し

た

い
こ

と

、
楽
し

み
た

い
こ
と

、
考
え

て

い

き

た

い
こ

と
　

講
師
こ

ど
も
研

究
所

所
長
・
宇
佐
見
宣
子
氏
費
用
無
料

※
保

育

あ
り
（
お

や
つ
代
等

五
百
円

。

要

予
約

）

類
六
高
台
保
育
園
・
條
塚
容
3
9
4
・
５

煎

茶

道

体

験

入

門

1
0月
６

日

・
Ｊ
日

・
2
7日

の
各

水

曜

日
〔
全
三

回
〕
、
午

後
１
時

～
３

時

会

場
小
金

原
市

民
セ

ン

タ
ー
　

内

容

お

い
し

い
お
茶

の
入

れ
方
　

費

用
四

千
円

（
水
屋
料

を
含

む
）

圜

小

金
原
前
茶

サ

ー
ク
ル

了
加
藤

昔

謡

・
0
2
9
2

気

功

・

太

極

拳

教

室

1
0月
２

日
～
1
1
月
1
3
日

の
毎
週

土

曜

日
〔
全
七

回
〕
、
午

後
７

時
～
９

時

龠
璢

運
動
公

園
小

体
育

室
　

対

象
二

十

歳
以

上
の
人

定

員
先
着
三

十
人

費
用

無
料

匣

９
月
６

日

側
か
ら

、
直

接
ま

た
は

電

話
で

ス

ポ
ー
ツ
課

（
昔

知
・
9
2

4
1

）
　へ

初

心

者

水

泳

教

室

1
0
一
月

７
日

～
2
9日

の
毎

週
木

・
金

曜

日
〔
全

八
回
〕
、
正

午
～

午

後
２
時

会

場

ク
リ

ー

ン
セ
ン

タ

ー

（
高
柳

新

田

）
　

対
象
二

十
歳
以

上

で
、

初
め

て
参
加

す

る
人

定

員
三
十

人

（
抽

選
）
　
費
用
無
料

匣

９

月
1
4日

㈹

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往

復
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
電

話
番
号

・
泳

げ
る
距

離

・
返
信

用
あ

て
名
を

記

入
し

て
、

〒

蹈

－
0
0
6
4

松

戸
市

上
本

郷
四

四
三

四
松
戸

運

動
公

園
内

ス

ポ

ー

ツ
課

（

昔
3
6
3

・
9
2
4
1

）

へ

日

本

語

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

（
中

級

）

1
0月

２
日

～
1
2
月
Ｈ

日

の
毎

週

土

曜
日
（
Ｈ
月
2
0
日
を
除
ぐ
）〔
全
十
回
〕

午
後
２

時
～
４

時
3
0
分

会

場
さ

わ

や
か
ち

ば
県
民

プ
ラ

ザ
（
柏
市
）
　
対

象
日

本
語

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の
活

動
を

し
て

い
る
人
　

定

員
二
十

人
（
抽

選
）

費
用
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
実
費
）

圉

９
月
1
4日

㈹
〔
必
着

〕
ま

で
に
、
（

ガ
キ
ま

た
は
フ

ァ

ッ
ク
ス
に
住

所

・

氏
名

・
年

齢

・
電
話
番

号

・
日

本
語

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の
活
動

歴
を
記

入
し

て

、
干
2
7
7
－
0
8
8
2

柏

市
柏

の
葉

四

の
三

の

Ｉ
さ

わ

や
か
ち

ば
県
民

プ

ラ
ザ
事
業

課

「
日
本
語

ボ

ラ
ン
テ

ィ

ア
養
成
講

座
」

係

（

昔
０
４

７
１

・

4
0・（
6
6
1
5

隰
０
４

７
１
･

8
6
0
1

）
　
　
へ

シ

ル

バ

ー

＆

キ

ッ

ス

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

大

会

９
月
2
3
日

脚
午
前

７
時
4
5
分
集

合

会
場
Ｉ
Ｓ

Ｓ

テ
ニ

ス
ア
リ

ー
ナ
松

戸

（
南

花
島

）
　

内

容

高

齢

者
と

児

童

の

ペ
ア

（
三

十
組
）

に

よ
る

シ
ョ

ー

ト
テ

ニ
ス

の

ダ
ブ
ル
ス

（

ペ
ア
は
当

日

抽
選

）
　

対
象

市
内

在

任
・
在

ク

ラ

ブ
で
、

六
十
歳
以

上

ま
た
は
小

学

三
年

生
以
下

の

シ
ョ

ー
ト
テ

ニ
ス
経

験
者
　

費
用

一
人
五

百
円

（
記

念
品

あ
り
）

圃

９

月
1
9一
日

㈲

〔
必

着

〕

ま

で
に

、

（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
性
別

・
電

話
番

号

・
生

年
月

日

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
6
5

松

戸
市

南
花

島
三

の
三

八

の
一
一
Ｉ
Ｓ

Ｓ

テ
ニ

ス
ア
リ

ー
ナ
内

松

戸

シ
ル

バ

ー
テ
ニ
ス

連
盟

・
藤

井
滋

（
公
3
6
6・
3
6
0
0

）
へ

な

ぎ

な

た

教

室
　
　
　

’

９

月
1
0
日
～
1
0
月
2
2
日

の
毎

週
金

曜
日
〔
全
七

回
〕
、
午
前

９
時

～
1
1
時

会
場
和

名

ケ
谷

ス

ポ
ー
ツ
セ

ン

タ
ー

体
育
室
　
費
用
保
険
料
千
四
百
円
二

回
二

百
円

）

圃

電
話

ま
た

は
当
日

会
場

で

圃

松
戸

市
な

ぎ
な
た

連
盟

・
佐
藤

昔

3
8
8
・
8
3
7
6

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
0月
９

囗
～
1
2
月
2
5
日

の
毎
週

土

曜

日
〔
全
十

二
回

〕
、
午
前

８
時
～

９

時
4
5
分

会
場

甲
央
公

園
庭
球

場

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
初
心
者

定
員
七
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
九
千

円

（
保

険
料

を
含

む
）

兩

９

月

伯一
日

窗

〔
必

着

〕

ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、

〒

謳
－
8
6
9
1

松

戸
北

郵
便

局
私

書
箱

一
二
号
松

戸
市

テ

ニ
ス
協

会

・

平
木

（
昔
3
3
0
・
4

1
1
2
）
　へ

ユ

ニ

バ

ー
サ

ル

ホ
ッ

ケ

ー
講

習

会
９
月
Ｓ
日
㈲
午
後
１
時
～
４
時
丿

分
会
場
小
食
原
体
育
館
内
容
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ

ー
ル
を
使
っ
た
簡
易
ホ
ッ
ケ
ー
ゲ
ー

ム
　
対
象
小
学
生
以
上
の
人

定
員

先
着
三
十
人
費
用
三
百
円

惠
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
松

戸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
伊
藤

昔
囲
3
4
2
・
7
4
1
9

へ
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十
五
歳
の
岐
路

自
己
を

見
つ
め
て

河

原
塚
中

学

校
三
年

生

の
座
間
真

理
絵

さ

ん
は
、

七
月

に
秋
田
市

で
行

わ

れ
た
全
国

少
年

フ

ェ
ン

シ
ン

グ
大

会
で
三

位

に
入
賞

。
国

際
大
会

の
出

場
権

を
得

た
。

フ
ェ
ン

シ
ン

グ
を
始
め

て
七
年

目
。

き

っ
か
け

は
小
学

三
年

生
の

時
母

親

の
勧

め
で

お
兄

さ
ん
と

運
動
公

園

の

教
室

に
参
加

し
た

こ
と

か
ら

。
元

全

日

本
チ

ャ

ン
ピ

オ
ン
で

あ
り

、
松
戸

高
校
生
の
胸
を
借
り
て
練
習
に
励
む

習いたい日本語を

初級日本語教室（外国人対象）

て
対

戦
し
た

群
馬
県

の
吉
澤

さ

ん
と

は
小
学
生

の
全
国

大
会
以
来

の
対

戦
。

前
回

は
、
体

格

の
大
き

な
吉
澤

さ
ん

に

ま

っ
た

く

歯

が
立

た

な

か

っ
た

。

ほ

ぼ
互

角

に
試
合

が
進

み
、
最

後

の

一
点

を
競

―
合

っ
た

。
判

定

の
ラ
ン

プ
は
両

者
同

時

に
点
灯

。
相

打
ち

だ
。

審
判

の
判

定

を
待

つ
。
「
勝

つ
た

か

も
し

れ
な

い
」
。
し

か
し

審
判

は
吉
澤

選
手

を
優

勢
と
判

断
し

、
惜
し

く
も

三
位

に
終

わ

っ
た
。
入

賞
し

た
こ
と

で
、

来
年
三

月

に
ド
イ

ツ
で

開
催

さ

れ

る
国

際
大
会

へ

の
出

場
権

を
得

ら

れ
た
。
「
次

こ

そ
は
負

け
な

い
」

と
、

悔

し
さ

を

バ
ネ

に
闘

志
を
燃

や
す

。

座

間
さ

ん
の
普

段

の
生
活

は
、
毎

朝
、
愛

犬

と
の
散

歩

こ
ン
ヨ
ギ
ン

グ

か
ら

始
ま
り

、
学

校

の
授
業

、
放
課

後
の
部
活
動
と
い
う
中
学
校
生
活
を

過

ご
し

て

い
る

。
こ

の
全
国
大

会

を

最
後

に
、

高
校
受

験

の
た
め

部
活
動

は
引
退

し

た

。
「
得

意

科

ぼ
は
理
科

。

高

校
で

は

勉

強
も

頑

張

り

た

い
し

、

団

体
競
技

の
球
技
も

や
っ
て
み
た

い
。

フ
ェ

ン
シ

ン

グ
は
勝
て

る
と
楽

し

い

け

れ
ど
、

続
け

る
か
ど

う
か

は
ま

だ

決
め

て

い
な

い
」

と
話

し
方

は
実
直

だ

。
フ
ェ

ン
シ

ン

グ
へ
の
愛

着
を

の

ボランティアで日本語を教える人のための講座

ぞ
か
せ

な
が
ら

も
、
自

分

の
可
能

性

に

気
持
ち

は
揺

れ
て

い
る

。

先
生

は

「
フ
ェ
ン

シ
ン

グ
と
少
し

距

離
を

持

っ
た
と
き

、
初

め
て
自
分

に

と

っ
て
の

フ
ェ
ン

シ
ン

グ
の
本
当

の
意
味

が
分

か
る

の
で
は

な

い
で
し

ょ
う
か
」

と
岐

路
に

立

つ
十

五
歳

の

少
女

を

温
か

い
眼
差
し

で
見

守

っ
て

い
る

。

国

際
大

会

の
出

場

を

前

に
、

自

己
を
見

つ
め
て
進

ん
で

い
く
座

間

さ
ん
に

エ

ー
ル
を
送

り
た

い
。

（
稔
台
在

住
）

9月25 日～12 月１１日の毎週土曜日、

午前10 時10 分～ 午後O 時10 分〔全12 回 〕

対象…初心者（未経験者可）

会場…国際友好ルーム（文化ホール内）

講師…城西大学日本語専修課程非常勤講師・松本明子氏，海外職業訓

練協会日本語非常勤講師・品川雅子氏

定員…先着10 人

費用…6,000 円 ，巒松戸市国際交流協会会員5,000 円 （教材費別途

4,300 円）

圃 電話で働松戸市国際交流協会日本語教室ボランティア会・藤沢

≪384-1168 へ

パークセンター催し物

全国少年フェンシング大会で三位入賞

行 事 名 日時 講 師 定員/費用

みどりの講習会

｢実践花づ＜リ講座～種
のまき方o&A｣

9/18 圉

午後1Bvf30分～

3時30 分

県立流山高校教諭

のりつぐ野口宣二氏

45人

無料

森のクラフト教室　 ①

｢シルクスカーフの草木

染｣

9/19(1日)

午後1時30 分～
3時30 分

染色家

小林優子氏

30人

材料費
2,000円

自然観察会

『秋の昆虫観察会｣

10/ 2 出

午後2時30 分～

4時

プロナチユラリスト

佐々木洋氏

30人

無料

みどりの教室

『松戸の水辺のいきもの

再発見｣

10/ 3(日)

午後1時30 分～

3時30 分

自然通信社

田中利勝氏

80人

無料

園芸教室　　　　 ②

｢ガーデニングレッスン

～ハープの育て方｣

10/ 6 ㈲

午後IE持30分～

3時

みどりの相談員

丸尾三恵子氏

30人

無料

自然を楽しむ‘わ'
｢肌で自然を感じよう｣

10/14 困

午前10 時30分～

午後2時

自然解説員

川端ﾈ羊子氏

首藤美恵子氏

30人

無料

真理絵さん

ざ ま

座 間

会場パークセンター（①は森の工芸館、②は金ケ作育苗圃）

※金ケ作育苗圃は新京成常盤平駅から徒歩10 分です。

毘電話でパークセンター登345-8900 へ（先着順）

相談名 期 日 時 間 会 場 圓 相談名 期 日 時 間 会 場 籬

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室 ※市

･ 一民
H 年

|ｼ

続

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅUー

H

U

醤 務

366局
ラ 松
幃

７局

6(月) 馬 橋支所交通事故 午前9時～午後5時
7(火) 六 実支所

澎 聿相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ

｜
ナ
｜

7(火) 小 金支所
第1月曜日 午前9時～正午

次回は〔10/6HO〕 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 次 回 は〔10/6(*)〕 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 次回は〔10/7&)〕 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

ご と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役豬 談ｺｰﾅｰ 社

7て

9

湊

厂

6(月) 馬 橋支所外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午
7(火) 六 実支所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 16 沐） 午前10時～午後4時 住宅課
7(火) 小金支所

労働相談 第1・第3 月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
22ft) 常盤平支所

※顫動相談は東葛飾支庁商工労政課(0361-4089)でも行っていますo 22(水) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

次回 は〔10/11 金)〕

午前10時～午後3時

常盤平支所 ※　 国
杢　 民

以　 年

外　
金

の　 課
冶

民 ・ 係
年 ７
童 ３課 ５

゛ ２

16床 小金原市民センター

7(火) 小 金 支所 痴ほう介護相談(予約制) 24(金) 午後1時～3時 社会福祉協議会

10(金) 小金原支所
ゆ う ま つ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性 センタ ー

( 相 談 室直通)

S363-0505

第2～第4木曜日14(火) 馬 橋 支所
第1木曜日 午後2時～8時

17(金) 六 実支所
女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

21(火) 新松戸支所
パ ー ト 労 働

悩みごと相談
7(火)

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 センタ ー
S364-877824 蚩 矢 切 支所

28(火) 東 部 支所 就学相談( 予約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

0366-7600
濮 生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター
S365-6565

教育 相談( 予約制)

青 少年相談( 電話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

少 年 センタ ー
≪363 ―7867育 児 相 談

Cすくす《ﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所
0367-4646 青 少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年 センター

S366-7464※住宅課0366-7366 、商工観光課c366 ―7327

救急医療体制

◆テレホン案内サービス　　、

〔当日の医療機関(待機病院､'休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

*5366 ―0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756
衛生会館内　毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

≪365 ―3430

衛生会館内　午後８時～11 時

市
か

ら
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
選

手
を

育
て

た
経

歴
を
持

っ
て

い
る
柳

原
先

生

の

指
導

の
も
と

、
年

々
技

術
を

ア
ッ

プ

し
て

き
た

。

フ
ェ
ン

シ
ン

グ
は
一
見

優

雅
に
見

え

る

が
、
幅

約
ニ

メ

ー
ト
ル
、

長

さ

約
十
四

メ

ー
ト
ル

の
中

で
前
後

に
攻

防

が
激
し
く

繰
昨（
広
げ

ら
れ

る
。
緩

や
か

に
動
く

か
と

思
え

ば
、

一
瞬

の

す
き

を
突
き

勝
負

を
決
す

る
。
勇
気

、

礼

節

を
重

ん
じ

る
騎
士

道
精

神
に
則

っ
た

ス

ポ
ー
ツ
だ

。

現
在

、
中

学
校

の
フ

ェ
ン

シ
ン

グ

部
は

部
員

が
少
な

く

「
も

っ
と

仲
間

が
増
え

る
と

う

れ
し

い
の

で
す

が
」
。

練
習

相
手
を

求
め

て
土

・
日
曜
日

は

フ
ェ

ン
シ
ン

グ
部

の
あ

る
高
校

な
ど

へ
も
出

掛
け

て
行

く
。
座

間
さ

ん
は

実
戦

の
中
で

集
中
し

て

「
次
は

こ
う

す
れ

ば
勝
て

る
」
と

身
長
百

五

十
セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
と
小

柄

な
体
格

を
カ

バ

ー
す

る
た

め

の
自

分

の
戦

い
方
を

習
得
し

て
き

た
。

今
大

会
で

、
決
勝

戦
進
出

を

か
け

曜日 期 間 時 間 対 象

昼の部

月 9/20 ～12/13

午前10 時～正午
市内および近隣

に在住・在勤・

在学の外国人

水 9/22 ～12/15

金 9/24 ～12/10

日 9/26 ～12/12

夜の部 火 9/21 ～12/14 午後ﾜ時～9時

※各曜日全12 回

会場…市役所研修室・国際友好ルーム（文化ホール内）ほか

費用…2,000円，拊松戸市国際交流協会会員1,000 円（教材費別途

4,500円程度）

圃直接,拊松戸市国際交流協会（市役所新館5階音366 一7310) へ

○'お 気 軽 に ご 相 談 ＜ だ さ い　
９ 月 の 相

談 あ ん な い ○ 黼目談はすべて無料です。閉庁日のﾎ目談はありません。

教えたい 人のために

日常会話初級程度の日本語教室を開講します。お近＜の外国人に

お知らせください。

健康保険証をお忘れ

なく
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